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委  員  新 原 春 二 
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   監 査 委 員  篠 原 和 男 

   監 査 委 員  杉 薗 道 朗 

────────────────── 

   建 設 部 長  泊   正 人 

   建 設 政 策 課 長  須 田 徳 二 

   建 設 整 備 課 長  吉 川 正 紀 

   都 市 計 画 課 長  山 村 昭一郎 

   建 設 維 持 課 長  内 田 俊 彦 

区 画 整 理 課 長  川 畑   稔 

入来区画整理推進室長  引 地 明 吉 

建 築 住 宅 課 長  福 島 和 朗 

 課 長 代 理  江 口 盛 幸 

────────────────── 

水 道 局 長  新 屋 義 文 

水 道 管 理 課 長  草 留 隆 志 

水 道 工 務 課 長  四 元 新 一 

下 水 道 課 長  徳 重 勝 美 

───────────────────────────────────────── 

○事務局職員 

   議 事 調 査 課 長  道 場 益 男       主幹兼議事グループ長  久 米 道 秋 

───────────────────────────────────────── 
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○審査事件等 

審  査  事  件  等 所  管  課 

議案第１３５号 決算の認定について（平成２７年度薩摩川内市簡易水道事業特別会

計歳入歳出決算） 

議案第１３６号 決算の認定について（平成２７年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会

計歳入歳出決算） 

議案第１４８号 剰余金処分及び決算の認定について（平成２７年度薩摩川内市水道

事業剰余金処分及び平成２７年度薩摩川内市水道事業会計決算） 

議案第１３４号 決算の認定について（平成２７年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算） 

水 道 管 理 課 

水 道 工 務 課 

議案第１３７号 決算の認定について（平成２７年度薩摩川内市公共下水道事業特別

会計歳入歳出決算） 

議案第１３８号 決算の認定について（平成２７年度薩摩川内市農業集落排水事業特

別会計歳入歳出決算） 

議案第１３９号 決算の認定について（平成２７年度薩摩川内市漁業集落排水事業特

別会計歳入歳出決算） 

議案第１４０号 決算の認定について（平成２７年度薩摩川内市浄化槽事業特別会計

歳入歳出決算） 

議案第１３４号 決算の認定について（平成２７年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算） 

下 水 道 課 

議案第１３４号 決算の認定について（平成２７年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算） 

建 設 政 策 課 

建 設 整 備 課 

建 設 維 持 課 

都 市 計 画 課 

議案第１４２号 決算の認定について（平成２７年度薩摩川内市入来温泉場地区土地

区画整理事業特別会計歳入歳出決算） 

議案第１３４号 決算の認定について（平成２７年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算） 

入来区画整理推進室 

議案第１４１号 決算の認定について（平成２７年度薩摩川内市天辰第一地区土地区

画整理事業特別会計歳入歳出決算） 

議案第１４３号 決算の認定について（平成２７年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地

区画整理事業清算事務特別会計歳入歳出決算） 

議案第１３４号 決算の認定について（平成２７年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算） 

区 画 整 理 課 

議案第１３４号 決算の認定について（平成２７年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算） 

建 築 住 宅 課 
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△開  会 

○委員長（宮里兼実）ただいまから建設水道委

員会を開会いたします。 

 本日の委員会は、お手元に配付しております審

査日程により審査を進めたいと思います。 

 また、本日は概ね建設維持課まで審査を進める

ことにしたいと思いますが、進捗状況によって残

りの箇所の審査を進めたいと思います。 

ついては、そのように審査を進めることで、御

異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議ありませんので、

そのように審査を進めます。 

 ここで、本日からの審査に当たって留意事項を

申し上げます。 

 まず、本日からの委員会は決算認定議案のみの

審査を行い、所管事務調査は行いませんので、審

議をされる場合は決算に関連したものとなるよう、

御留意ください。 

 また、決算認定議案については、各課の審査の

冒頭に部局長から決算の概要として主要施策の成

果の概要説明を受けた後、課長等から決算内容の

説明を受けることにしておりますので、よろしく

お願いします。 

 ここで、傍聴の取り扱いについて申し上げます。 

現在のところ、傍聴の申し出はありませんが、

会議の途中で傍聴の申し出がある場合は、委員長

において随時許可いたします。 

────────────── 

△水道管理課及び水道工務課の審査 

○委員長（宮里兼実）それでは、水道管理課・

水道工務課の審査に入ります。 

 まず、水道管理課・水道工務課関係の決算の概

要について、局長の説明を求めます。 

○水道局長（新屋義文）おはようございます。

それでは、水道管理課及び水道工務課の決算の概

要について、御説明いたします。決算附属書の

１６５ページをお開きください。 

 まず、一般会計についてでございますが、水道

事業など記載の３事業に繰出金を支出いたしまし

た。 

 次に、開けていただきまして、１６６ページで

ございますが、旧工業用水道事業の維持管理に係

る支出をいたしております。 

 次に、１６７ページでございますが、簡易水道

事業特別会計について、御説明いたします。 

 土川簡易水道のほか２５箇所の簡易水道につき

まして、適正な維持管理を行いながら、里地区の

遠方監視設備事業及び鹿島町の藺牟田地区では基

幹改良事業等を、また川内・祁答院地区の老朽管

布設がえ工事等を実施し、安全で安心な飲用水の

安定供給に努めました。 

 なお、平成２７年度末現在の簡易水道事業

２６箇所の給水人口等の諸元につきましては、右

下の表に記載のとおりでございますが、平成

２８年度からは本土地域の１７の簡易水道事業を

水道事業に統合するとともに、甑島の九つの簡易

水道事業を上甑島と下甑島の２つの簡易水道事業

に集約したところでございます。 

 次に、開けていただきまして、１６８ページで

ございます。 

 温泉給湯事業特別会計では、樋脇、入来及び祁

答院地域の五つの公衆浴場及び分湯施設について

事業を実施し、公衆浴場につきましては一部を除

き、指定管理による運営を行いました。 

 なお、入来地域では、入来温泉湯之山館を平成

２７年４月４日にオープンし、現在、市直営によ

る運営をいたしておりますが、先般、条例改正案

を可決していただいたとおり、来年４月からの指

定管理による運営とすることといたしております。 

 右下に平成２７年度の各公衆浴場の運営状況を

お示ししておりますが、これまで全体の利用者数

は減少傾向にございましたが、平成２７年度は入

来温泉湯之山館のオープン効果もあり、前年より

約３５,０００人増加したところでございます。 

 次に、水道事業の概要について説明いたします

ので、別冊となっております平成２７年度薩摩川

内市水道事業会計決算書を御準備いただきたいと

思います。同決算書の１０ページをお開きくださ

い。薄い決算書でございます。 

 平成２７年度の事業報告でございますが、１の

概況の（１）総括事項のうち、イの業務量の項で

ございます。平成２７年度末における給水件数は

３万６,４０３件で、前年度比６３件の増、また、

給水人口は７万９,１１５人で、前年度比８７人の

増となりました。 

 なお、総有収水量は７９６万７,９７６立方メー

トルで、前年度比０.２４ポイント増加、有収率は



- 4 - 

９１.４％となり、０.１ポイント減少しました。 

 次に、ロの建設改良事業につきましては、主に

配水管布設替工事等を実施し、６億３,８１９万

３,６８０円を執行いたしました。 

 次に、ハの経営状況でございますが、営業収益

は、３行目でございますが、前年度比２,４２６万

３,７５７円減の１１億８,９６５万７,０５１円で

ございました。一方、営業費用は２,９０５万

４,１８８円減の１０億６,４０８万４,３０６円で、

その結果、差し引き営業利益は、前年度比

４ ７ ９ 万 ４ ３ １ 円 増 の １ 億 ２ , ５ ５ ７ 万

２,７４５円となりました。 

 次 に 、 営 業 外 収 益 は 、 前 年 度 比 １ ０ 万

４,３５４円増の１億４４６万８,７７９円、営業

外費用は前年度比１８３万３,０６３円減の

８,６３２万４,３６８円で、営業利益から営業外

収支を加減した経常利益は、前年度比６７２万

７,８４８円増の１億４,３７１万７,１５６円とな

りました。 

 これに、特別損失２,６０３万９,００２円を計

上し、当年度純利益は前年度比９４万１,９１０円

減の１億１,７６７万８,１５４円となりました。 

 以上が、平成２７年度の水道事業の事業概況で

ございますが、今後におきましても、平成２８年

度から実施しております事業統合やお客さまセン

ターの開設など、スケールメリットを生かした事

務の効率化、民間への業務委託などによる経費削

減を積極的に進めるとともに、改定させていただ

いた水道料金の増収分を財源に、更新時期を迎え

る水道施設について、耐震性を考慮した計画的な

更新整備や効率的な維持管理を行い、企業として

の経済性を発揮しつつ、安全で安心な水を安定的

に供給し、なお一層の市民サービスに努めてまい

りたいと考えております。 

 以上で、水道管理課・水道工務課の概要説明を

終わります。 

 詳細につきましては、課長が説明いたします。

よろしくお願いいたします。 

────────────── 

△議案第１３５号 平成２７年度薩摩川内 

市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第

１３５号決算の認定について、平成２７年度薩摩

川内市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算を議題

とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○水道管理課長（草留隆志）それでは、議案第

１３５号平成２７年度薩摩川内市簡易水道事業特

別会計決算につきまして、説明いたします。水道

管理課と水道工務課両課の所管でありますが、説

明は水道管理課で一括説明、質問につきましては

所管課で答弁することで、あらかじめ御了承をお

願いいたします。 

 そ れ で は 、 歳 出 か ら 説 明 い た し ま す 。

２１８ページをお開きください。 

 １款１項１目一般管理費は、市内２６カ所の簡

易水道事業施設の管理運営に要する経費で、支出

済額３億２,１５７万８,４０１円であります。 

 支出の主なものについて、備考欄で説明いたし

ます。水道管理課・水道工務課２課分であります。 

 水道管理課分につきましては、検針収納業務委

託料ほか２９件の委託料が主なものであります。 

 水道工務課分につきましては、簡易水道管理人

８人及び下甑の水道業務作業嘱託員１人の報酬、

職員１１人の給与費、甑島簡易水道事業創設認可

申請業務委託ほか４６件の委託料、祁答院簡易水

道下手地区配水管布設替え工事２工区ほか３１件

の工事請負費であります。また、送水ポンプほか

３件の備品を購入しております。 

 次に、２款事業費１項１目施設整備費、支出済

額１億６,８９５万９,２２７円であります。 

 支出の主なものについて、備考欄で説明いたし

ます。 

 下甑簡易水道建設事業費では、国県補助金を活

用した瀬々野浦地区配水管布設替え工事２６－

２ほか４件を実施し、全て前年度からの繰越分で

あります。 

 鹿島簡易水道建設事業費では、鹿島地区配水管

布設替え詳細設計業務委託ほか２件の委託料、鹿

島地区配水管布設替え工事２７－１ほか１０件を

実施し、うち７件が前年度からの繰り越し分であ

ります。 

 遠方監視施設整備事業費では、電源立地地域対

策交付金を活用した、里地区簡易水道施設遠方監

視実施設計業務委託、里地区遠方監視制御設備工

事を実施しております。 

 ３款１項１目元金は、支出済額１億４,４４３万

８,２８１円であります。 
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 ２目利子は支出済額３,８４６万６,６４２円で

あります。 

 ５款１項１目予備費につきましては、予備費充

用の事態が生じず、そのまま不用額といたしまし

た。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

前に戻っていただきまして、２１２ページをお開

きください。 

 １款１項１目水道使用料の１節給水使用料は、

９地域２６簡水の現年度分の水道使用料で、調定

額３億５１５万８,７３０円、収入済額３億

３５２万１,１４０円で、歳入還付未済額３万

８７０円を控除した実質収入額は３億３４９万

２７０円であります。 

 ２節給水負担金は、調定額、収入済額共に

５７３万９,６２０円で、収入未済額はありません。 

 ４節給水使用料滞納繰り越し分は、調定額

４９７万３,９８０円に対し、収入済額１８７万

１０円であります。 

 また、本年度２２万７,８５０円不納欠損処理し、

収入未済額は２８７万６,１２０円となっておりま

す。 

 ２１４ページになります。 

 ３款国庫支出金１項１目１節簡易水道事業補助

金の収入済額４,６７８万９,０００円は、生活基

盤近代化事業に係る瀬々野浦地区及び鹿島地区配

水管布設替え工事分で、うち３,４４８万円分は、

前年度繰り越し事業分であります。 

 ４款県支出金１項１目１節簡易水道事業補助金

の収入済額５,９０１万５,０００円は、遠方監視

施設整備に係る電源立地地域対策交付金及び甑島

地域の瀬々野浦地区及び鹿島地区の飲用水施設整

備に係る特定離島ふるさとおこし推進事業補助金

で、うち２,４４１万円は、前年度繰り越し事業分

であります。 

 ６款繰入金１項１目１節一般会計繰入金２億

１,３８０万３,０００円は、施設整備費、管理運

営費に不足する財源を一般会計から繰り入れたも

のであります。 

 ７款繰越金１項１目１節前年度繰越金は

１,３３１万３,１０５円であります。 

 ８款諸収入２項１目１節雑入は、収入済額

３６８万２,４７７円で、備考欄のとおり、原子力

立地給付金、移転補償費等であります。 

 ９款市債１項１目１節簡易水道事業債、収入済

額５,８６０万円は、甑島地域の補助事業実施に伴

うもので、うち４,０４０万円は、前年度繰り越し

事業分であります。 

 ２２２ページをお開きください。 

 実質収支に関する調書であります。 

 歳入総額７億７１６万５,０００円、歳出総額

６億７,３４４万３,０００円、歳入歳出差引額

３,３７２万２,０００円、翌年度へ繰り越すべき

財源はありませんでしたので、実質収支額も

３,３７２万２,０００円であります。 

 次に、財産に関する調書について説明いたしま

すので、財産に関する調書の３６７ページをお開

きください。 

 行政財産の下の方、簡易水道施設の項目の土地

については、増分７４平方メートルが祁答院下手

地区配水池への進入路分で、登載漏れであります。 

 次の３６８ページになります。 

 （４）物権の表、行政財産に地役権として、土

川簡易水道の配水管敷地１５９平方メートル設定

しているものであります。 

 以上で、説明を終わります。よろしくお願いい

たします。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（新原春二）何もないというのはいけな

いので、２１３ページの給水使用料による滞納繰

り越し分の不納欠損を２２万７,８５０円決済をさ

れてますけど、この内訳と、具体的な中身ってい

うのはどんなもんでしょう。 

○水道管理課長（草留隆志）不納欠損の２２万

７,８５０円の内訳でございますが、行方不明の方

が１１件、１万３,１４０円、死亡の方が５７件、

２１万４,７１０円、合計の２２万７,８５０円の

不納欠損をしたものでございます。 

 以上です。 

○委員（新原春二）不明はしょうがないにして

も、死亡というのは、全くその人が死亡したとき

には、もう後、相続の関係にはもう陥らないのか、

それをしてもだめだったのか、そこら辺はどうで

すか。 

○水道管理課長（草留隆志）死亡した場合に家

族の方がいらっしゃって、水道料金を納めていた
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だけるということであれば、その方たちにお支払

いをお願いしている状況でございます。 

 以上です。 

○委員（新原春二）そうしても５７件は家族に

も請求できずに不納欠損をしたということですよ

ね。件数的に結構多いんですけども、額的にはそ

んなに影響はないんでしょうけども、そこら辺の

規定というのは、こういった場合はもう不納欠損

に出しますよちゅう一つのラインというものはあ

るんですかね。全く、その時点での判断になりま

すか。 

○水道管理課長（草留隆志）一応、不納欠損に

つきましては、消滅時効の起算日から５年を経過

して、かつ死亡された方か倒産された法人、行方

不明者に係る徴収不能な料金について不納欠損処

理をしますので、一応、徴収不能ということであ

った場合には、不納欠損という処理をしている状

況でございます。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。 

○委員（大田黒 博）関連ですが、この給水使

用料の滞納分の方々は、どういう方々なのか。も

う長く続いているんでしょうか。その辺、少し内

容、お教え願えませんか。 

○水道管理課長（草留隆志）一応、滞納があっ

た場合には督促状を出します。その後、年間スケ

ジュールをつくりまして、停水予告状を発送し、

電話催告・戸別訪問によるメモ入れという形で、

最終的には停水という形を実施するんですけれど

も、中にはもう１期、２期でも、納付書が来ても

払い忘れたとかという方もいらっしゃいますけれ

ども、中にはやっぱりもうずっと慢性的に滞納と

いう方もいらっしゃるので、その個々によってか

なり滞納されてる方の実態というのは違ってきて

おります。 

 以上です。 

○委員（大田黒 博）実際、そういう方々がど

の程度、どういう形で期間的に長く滞納されてい

て、水道、とめられたときにどういうことが生じ

ているのか。各地域で、自分でこう、ボーリング

したりとかそういうふうにいくのか、今、ありま

したように、不納欠損のほうに何らかの形で期間

を置いて行くのか、その辺の推移と言いますか、

少し教えてもらえませんか。 

○水道管理課長（草留隆志）最終的には停水実

施という形にはなっていくんですけども、実際は

なかなかお金、水道料金を払えないという方もい

らっしゃいますので、その方たちについては分納

誓約という形で分割して納入していただくと。停

水実施ですよという形でやって、滞納者の方から、

ちょっと今月は払えませんと、来月まで待ってく

ださいという形になった場合は、もう停水は実施

いたしておりません。 

 ですから、一応、メモを入れていつから停水し

ますとか、停水を実施しますという形ではお届け

するんですけど、その方たちの実情というか、そ

の方たちによっていろいろ相談されたりされた場

合は、もう停水は、実際はできないという形には

なっています。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 本決算を認定すべきものと認めることに御異議

ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定しました。 

────────────── 

△議案第１３６号 平成２７年度薩摩川内 

市温泉給湯事業特別会計決算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１３６号決

算の認定について、平成２７年度薩摩川内市温泉

給湯事業特別会計歳入歳出決算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○水道管理課長（草留隆志）それでは、議案第

１３６号平成２７年度薩摩川内市温泉給湯事業特

別 会 計 決 算 に つ い て 、 説 明 い た し ま す 。

２３１ページをお開きください。 

 歳出から説明いたします。 

 １款１項１目一般管理費は、樋脇・入来・祁答

院の温泉事業施設の管理運営に要する経費であり、

支出済額１億２,４６９万２,６３９円であります。 

 主な支出内容を備考欄で説明いたします。水道
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管理課・水道工務課２課分であります。 

 水道管理課分は、検針業務委託ほか１件の委託

料が主なものであります。 

 水道工務課分は、湯之山館嘱託員３人分の報酬、

職員1人分の給与費、入来温泉湯之山館浄化槽維持

管理業務委託ほか８件の委託料で、うち、１件が

前年度からの繰り越し分であります。また、祁答

院大村温泉泉源配湯管布設替え工事ほか１２件、

建物等移転補償費一般会計前年度繰り入れ分の繰

出金であります。 

 ２款１項１目施設整備費は支出済額２,９６６万

４,８００円は、入来区画配湯管布設工事ほか８件

で、うち、３件が前年度からの繰越金であります。 

 ５款１項１目予備費、予算現額１００万円は予

備費充用の事態が生じず、そのまま不用額といた

しました。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

２２７ページをお開きください。 

 歳入の主なものを説明します。 

 １款使用料及び手数料１項１目１節温泉使用料

は、湯之山館の入浴使用料等で、収入済額

３,０２３万６,４６０円であります。 

 １項２目分湯使用料は、１節が現年度分の分湯

使用料、２節が滞納繰越分で、現年分・滞納分合

計で、収入済額２,９９３万１,６７０円で、収入

未済額が１２７万９,７００円であります。 

 ３款繰入金１項１目１節一般会計繰入金は、収

入済額２,３８１万６,０００円であります。 

 ４款繰越金１項１目１節前年度繰越金は、収入

済額２,０８２万９,０４３円であります。 

 ５款３項１目雑入は、収入済額５,８１７万

８,５４９円で、移転補償費等であります。 

 ２３３ページをお開きください。実質収支に関

する調書です。 

 歳入総額１億６,３００万８,０００円、歳出総

額１億５,４３５万７,０００円、歳入歳出差引額

８６５万１,０００円で、翌年度へ繰り越す財源が

ありませんでした。実質収支額は１,０００円未満

の端数整理をした８６５万円となります。 

 次に、財産に関する調書について説明いたしま

すので、３６８ページをお開きください。 

 （４）物権のうち、行政財産として温泉権

２４か所のうち、１９か所を管理しております。

増減はありません。 

 以上で、説明を終わります。よろしくお願いい

たします。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 採決いたします。本決算を認定すべきものと認

めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定しました。 

────────────── 

△議案第１４８号 平成２７年度薩摩川内

市水道事業剰余金処分及び平成２７年度薩

摩川内市水道事業会計決算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１４８号平

成２７年度薩摩川内市水道事業剰余金処分及び平

成２７年度薩摩川内市水道事業会計決算を議題と

します。 

 当局に補足説明を求めます。 

○水道管理課長（草留隆志）議案第１４８号剰

余金処分及び決算の認定について説明いたします

ので、別冊となっております水道事業会計決算書

の１ぺージをお開きください。 

 水道事業決算報告書の収益的収支及び資本的収

支の予算・決算の状況について、説明いたします。 

 まず、（１）収益的収支の収入において、予算

額合計１３億８,００９万１,０００円に対し、決

算額１３億８,７７５万６４８円。収益的収支の支

出において、予算額合計１３億３,７３３万円に対

し、決算額１２億２,８１３万１,８９１円となり、

執行率９１.８％であります。 

 （２）資本的収支の収入において、予算額合計

２億９０５万２,０００円に対し、決算額２億

２,１０４万８,７２３円。資本的収支の支出にお

いて、予算額合計１１億６,２７１万８,０００円

に対し、決算額１１億４５２万３,４２２円となり、

執行率９５.０％であります。 

 また、資本的収支で不足する額８億８,３４７万



- 8 - 

４,６９９円は、下段の表の下に記載してあります

ように、各財源で補填しております。 

 ３ぺージをお開きください。 

 平成２７年度の損益計算書について説明いたし

ます。 

 まず、営業利益から説明します。 

 １営業収益は、（１）水道料金・給水負担金の

給水収益と、（２）その他の営業収益合計で

１１億８,９６５万７,０５１円であります。 

 ２営業費用では、（１）原水及び浄水費から

（５）資産減耗費までの合計１０億６,４０８万

４,３０６円となり、営業利益は、差し引き１億

２,５５７万２,７４５円となっております。 

 次に、経常利益になります。 

 ３営業外収益は、（１）受取利息及び配当金か

ら（５）資本費繰り入れ収益までの合計１億

４４６万８,７７９円、４営業外費用では、（１）

支払利息及び企業債取り扱い諸費から（２）雑支

出までの合計８,６３２万４,３６８円となり、営

業利益に営業外収支を加減した経常利益が１億

４,３７１万７,１５６円となっております。 

 また、４ページ、５特別損失として、固定資産

売却損等２,６０３万９,００２円、経常利益に特

別損失を減じ、当年度純利益が１億１,７６７万

８,１５４円となりました。 

 ５ページをお開きください。 

 剰余金計算書から本年度増減のあった科目につ

いて、説明いたします。表の下段、当年度変動額

の欄になります。 

 受贈財産評価額４,１７５万５,０００円の増が

ありますが、これは旧消防庁舎への水道局移転に

伴い、土地を所管がえにより受け入れたものであ

ります。 

 ま た 、 未 処 分 利 益 剰 余 金 の １ 億 ８ ４ 万

３,０００円の増は、減債積立金分です。１億

１,７６７万８,１５４円の増は、本年度の純利益

であります。当年度末未処分利益剰余金合計２億

１,８５２万１,１５４円となりますが、この未処

分利益剰余金を議会の議決を得て、処分するもの

であります。 

 下段の表が平成２７年度薩摩川内市水道事業剰

余金処分計算書（案）になります。 

 平成２７年度末の未処分利益剰余金を、自己資

本金への組み入れ、減債積立金への積み立て処分

するものであります。御承認方よろしくお願いし

ます。 

 ７ページをお開きください。平成２７年度貸借

対照表について、説明いたします。 

 １固定資産のうち、（１）有形固定資産につき

ましては、後ほど有形固定資産明細書で説明いた

しますが、平成２７年度の建設改良費で取得した

固定資産を、科目別に計上しております。 

 （２）無形固定資産は、電話加入権、水利権で

あります。 

 以上、固定資産合計１３３億８,４９３万

８４４円であります。 

 ２流動資産は、現金預金ほか合計で９億

４,６０２万２,８０３円であります。固定資産と

流動資産の資産合計で１４３億３,０９５万

３,６４７円であります。 

 ８ページになります。 

 ３固定負債は、（１）企業債から（３）引き当

て金までの合計３８億８,１１０万６,９６０円、

４流動負債は、（１）企業債から（５）その他流

動負債で、流動負債合計４億９ ,７６５万

３,７０４円、５繰り延べ収益は、（１）長期前受

け金と（２）長期前受け金収益化累計額で、繰り

延べ収益合計１９億９,６５５万８,５４０円とな

り、負債合計で６３億７,５３１万９,２０４円で

あります。 

 ９ページになります。 

 ６資本金は、（１）自己資本金で、７４億

８,６１３万５,７２９円であります。 

 ７剰余金は、（１）資本剰余金、（２）利益剰

余金で、合計４億６,９４９万８,７１４円であり

ます。 

 資本金、剰余金の資本合計で７９億５,５６３万

４,４４３円となり、資産合計と負債・資本合計と

も１４３億３,０９５万３,６４７円であります。 

 １０ぺージをお開きください。 

 平成２７年度の事業報告書でありますが、概況

につきましては局長が説明しましたので、

１２ぺージ、職員に関する事項につきまして、説

明いたします。 

 平成２７年度の職員数は、水道管理課・上水道

課合わせ、３１人で前年度と同じであります。 

 また、水道事業支弁職員は、損益勘定支弁職員

が２０人、資本勘定支弁職員が２人で、前年度と
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同じとなっております。 

 １３ページから１６ページは、改良事業等であ

ります。件数で３７件、工事費で６億３,８１９万

３,６８０円であります。 

 次の１７ぺージは業務量を、給水人口から有収

率までを示してあります。有収率につきましては、

全体で９１.４％であります。 

 また、下段は供給単価・給水原価を示してあり

ます。 

 次に、１９ページをお開きください。 

 ４会計の（２）の企業債の状況ですが、本年度

の借り入れ額７ ,２９０万円、償還額３億

６,２６５万７,０１２円で、その結果、当年度末

企業債残高４１億３,７３８万６,９１０円となり、

前年度より２億８,９７５万７,０１２円の減であ

ります。 

 ２０ページは、消費税の経理処理方法を記載し

てあります。 

 ２１ページになります。 

 キャッシュフロー計算書であります。１年間の

現金収支を性質別に記載したものであります。１、

業務活動によるキャッシュフローは、予算第３条

収益的収支に係る現金の増減であります。２、投

資活動によるキャッシュフローと、３、財務活動

によるキャッシュフローは、予算第４条資本的収

支に係る現金の増減であります。本年度の現金減

少額が２億１,２９８万５,３３５円となり、前年

度からの繰り越し現金と合わせ、年度末現金残高

が８億７,２５７万１,６３０円の残高となってお

ります。 

 また、この現金残高が、７ページ貸借対照表の

現金預金と一致するものであります。 

 ２２ページから２４ページまで、収益的収支及

び資本的収支明細書であります。 

 ２５ページをお開きください。（１）有形固定

資産明細書であります。１年間の固定資産の増減

及び減価償却費の明細であります。 

 ④の年度末現在高、⑦の減価償却累計、⑧の年

度末償却未済高がそれぞれ７ページの貸借対照表

の有形固定資産と一致するものであります。 

 （２）無形固定資産の水利権につきましては、

川内川水利権申請に係る委託料を計上してありま

す。 

 ２７ページから３４ページが地域別の企業債明

細書であります。 

 以上で、水道事業の決算について、説明を終わ

ります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（谷津由尚）３点、質問します。 

 まず、１つ目ですけど、有収率が０.１％減少し

てるんですけども、これについてはどういう対策

を講じられるのかということが１つ目です。 

 ２つ目です。去年の９月のときの資料、９月本

会議のときに水道料金の改定の議案のときに出さ

れた資料なんですけども、そのときの平成２７年

度の試算と比較した場合に、この当期純利益の

１億１,７６７万円は一致してるのかどうかという

ことが２点目です。 

 ３点目ですけども、この平成２７年度の決算の

時点の損益勘定利用資金の過年度分は全部使い切

ってないと思うんですけども、当年の分も含めて

いくらになってるかを以上３点、お願いします。 

○水道工務課長（四元新一）それでは、私のほ

うから第１点目の有収率の関係、マイナス０.１ポ

イントとなっているが、対策等ということであり

ます。 

 まず、なった原因と思われますのが、ことしの

１月寒波、雪が降りまして、そのときに空き家を

含めた給水管漏水が１,０００件以上ございました。

それによりまして、配水池等が低下したり、いろ

んなそういった事象がありまして、漏水と、漏れ

た水がかなり料金に反映されない水があったとい

うことで、この０.１％はそれが大きな原因かと推

測されるところではございます。 

 この有収率の向上に向けては、以前より老朽管

の更新だったりとか、今年度より力を入れていき

ます耐震化の方針やったりとか、そういった更新

事業で、今後は有収率は上がっていくというふう

に考えております。 

 この０.１％というのは、災害寒波による災害に

よる原因ということで、一応、考えているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○水道管理課長（草留隆志）先ほどの２問目の

質問であります。 

 平成２７年料金改定のときの使用と比較した場
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合ということで、資料的にはどうなのかというこ

とでございますけども、料金改定につきましては、

平成２８年度から平成３２年度までの５年間の財

政計画という形で出してございまして、平成

２７年度分については資料として出しておりませ

んでしたので、この欠損の場合にどういうふうに

なったかというのは、ちょっと資料として持ち合

わせていないとこでございます。 

 あと過年度分の利用資金につきましては、平成

２６年度は６億６,７００万ございまして、平成

２７年度で補填財源として６億６,７００万全額使

用したところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（谷津由尚）まず１点目の有収率の件は、

耐震化の工事で今後対策をされますということだ

ったんですけども、今回の寒波による漏水という

のは、私が聞いてる範囲では、大概が空き家とか、

個人の敷地内での漏水が多かったっていうのも聞

いてるんです。そうした場合に、その、つまり水

道メーターのあるところですね、個人の敷地内に

入った水道メーターがあるところまでが個人の敷

地内で壊れた場合に、これがその今のおっしゃっ

た対策で適応できるのかということですね。それ

が１つです。 

 それと済いません、２点目ですけど、去年の

９月の資料では、平成２７年度のまず資産があっ

て、それに対して平成２８年度からこうこうとい

うふうになったという記憶なんですけど、もし違

ったらそのようにおっしゃってください。 

 以上、２点です。 

○水道工務課長（四元新一）それでは、第１点

目の、水道メーターまでの給水管について、それ

が破損した場合、対応できるのかという質問だっ

たと思います。 

 これにつきましては、今の水道局で管理してお

りますのは、水道メーターまでを個人の敷地内を

含めて管理してございますので、もしそこで漏水

等があった場合は、対応できます。 

 今回、寒波による大きな原因と言いますか、

メーター機以降の建屋も含めて、メーター機以降

の漏水が多かったと。本来でしたら、すぐ、メー

ター機のところの伸縮止水栓というバルブがあり

ますけど、そこでとめて、一時的にはとめられる

んですけど、今回、積雪がございまして、特に祁

答院・入来地区はそのメーターの位置をまず探せ

ないというのがあったりして、水道局の職員も行

っていろいろ探したりしたんですが、最終的には

常日ごろ見ていらっしゃる検針員さんにお願いし

て、特定していただいて、それを対応したところ

でございました。 

 メーター機までの給水管については、今後も水

道局のほうに通報・報告していただければ、随時

対応していくこととしておりますので、そういう

対応で有収率の向上においてはきちんとやって行

きたいと考えております。 

 以上でございます。 

○水道管理課長（草留隆志）先ほどの２点目の

質問についてでございますけども、昨年９月の議

会のときに、提出しております資料につきまして

は、平成２５年度決算までの数字を、積み立てを

今後どうなるかということで試算をしているもの

でございます。動力費とか修繕とか委託料とか雑

費などの試算をして、料金につきましても平成

２６年度決算見込みをもとに今後の試算をしてる

ところでございまして、平成２７年度につきまし

ては、水道料金について言えば平成２６年度の決

算見込みを、推移を見ながら提出したというよう

な資料だったというふうに理解しております。 

 以上です。 

○委員（谷津由尚）１点目の件については、有

収率の件です。今から空き家がやっぱりふえてい

く中で、その同様の寒波が来たときの今後の対策

というのが非常に気になっていくんだろうと思い

ますので、日ごろから、その検針の方々に対して、

何かすぐ対処できるようなシステムというのはつ

くっておくべきだろうと思いますので、ぜひ今回

の寒波の教訓を生かして、そのように動かれるこ

とをお願いをします。 

 それと、２点目ですけど、済いません、じゃあ、

端的にお伺いします。確かに水道料金改定は平成

２８年度からの予定だったんですけども、その

ベースになるのが平成２７年度までの経営状態と

いうことになるわけで、そのときに判断された試

算結果に対しては、この平成２７年度までの決算

というのは予定どおりでしょうか、という質問に

変えます。 

○水道管理課長（草留隆志）平成２７年度につ

きましても、純繰越金が１億７,０００万程度出て
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おりますので、水道事業としては健全な経営をし

たものと思っております。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。ありません

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑が尽きたと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決に入りますが、本案について剰余

金処分等、決算の認定の二つの表決が必要となる

案件でありますので、それぞれについて採決を行

います。 

 まず、本案のうち、平成２７年度薩摩川内市水

道事業剰余金処分について、採決します。 

本剰余金処分を原案のとおり可決すべきものと

認めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本剰余金処分は原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 次に、平成２７年度薩摩川内市水道事業会計決

算について採決します。 

本決算を認定すべきものと認めることに御異議

ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定しました。 

────────────── 

△議案第１３４号 薩摩川内市一般会計決 

算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１３４号決

算の認定について、平成２７年度薩摩川内市一般

会計歳入歳出決算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○水道管理課長（草留隆志）それでは、議案第

１３４号薩摩川内市一般会計決算のうち、水道管

理課・水道工務課分について説明いたします。 

 それでは、歳出から説明いたします。一般会計

決算書の８３ページをお開きください。 

 ２款１項５目財産管理費のうち、水道工務課分

は、８５ページ備考欄のとおり、旧工業用水道事

業が廃止されたことにより、財産管理費で水源地

及び浄水場の除草業務委託等をしております。 

 １３３ページをお開きください。 

 ４款３項１目水道費は、備考欄のとおり、簡易

水道事業及び温泉給湯事業特別会計への繰出金で

あります。 

 ２０５ページをお開きください。 

 １３款２項１目公営企業費は、水道事業会計へ

の負担金・補助金・出資金であります。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

前に戻っていただきまして、５１ページをお開き

ください。 

 １７款１項１目財産貸付収入の１節土地建物貸

付収入のうち、水道工務課分は、備考欄下段にあ

ります、旧工業用水道事業跡地における電柱の土

地貸し付け収入であります。 

 ５７ページになります。 

 １９款２項３目１節温泉給湯事業特別会計繰入

金は、温泉給湯事業特別会計からの建物等移転補

償費一般会計前年度繰り入れ分の繰出金を繰り入

れたものであります。 

 以上で、一般会計のうち、水道管理課・水道工

務課分の説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで議案第１３４号の審査を一時中止します。 

 以上で、水道管理課及び水道工務課を終わりま

す。御苦労さまでした。 

────────────── 

△下水道課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、下水道課の審査に

入ります。 

 まず、下水道課関係の決算の概要について、局

長の説明を求めます。 

○水道局長（新屋義文）それでは、下水道課の

決算の概要について、御説明いたします。決算附

属書の１６９ページをごらんください。 

 まず、一般会計についてでございますが、１の

地域下水処理事業では、川内地域の永利処理区及

び鹿島地域の鹿島処理区の地域下水処理施設の維
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持・管理を行いました。両処理区の概況は、下の

表のとおりでございます。 

 続 き ま し て 、 開 け て い た だ き ま し て 、

１７０ページをごらんください。２の小型合併処

理浄化槽整備補助事業についてでございます。平

成２７年度は３８０基の合併浄化槽の設置に対し、

補助金を交付いたしました。 

 次に、１７１ページ、３の特別会計への繰出金

につきましては、四つの特別会計に対し、支出を

いたしております。 

 次に、その下、４の雨水ポンプ場事業は、公共

下水道の供用区域外に設置しております中郷及び

平佐ポンプ場の維持管理経費であり、大雨災害時

に問題なく運転できるよう、適正な管理を行いま

した。 

 次に、開けていただきまして１７２ページでご

ざいます。５の都市下水路事業は、公共下水道の

供用区域外にございます、記載の四つの都市下水

路の維持管理を行ったところであり、その下、

６の下水道管理費では、下水道事業の実施に伴う

一般職員１１名、嘱託員１名の人件費等を支出し

たところでございます。 

 次に、７の緊急雇用創出事業臨時特例基金事業

は、県の補助金を活用し、上下水道技術者育成支

援事業及び給排水工務技術者育成支援事業を、薩

摩川内市管工事業協同組合に委託して実施してお

ります。 

 次に、１７３ページをごらんください。公共下

水道事業特別会計について、御説明いたします。 

 まず、１の公共下水道処理施設管理についてで

ございますが、川内処理区及び上甑処理区の下水

処理施設の維持管理に係る包括的民間委託のほか、

向田中継ポンプ場の修繕等を行うとともに、川内

処理区内の雨水管渠及び向田ポンプ場の維持管理

を行っております。 

 同ページの下には、向田ポンプ場の施設概要を、

次のページ、１７４ページには雨水処理及び二つ

の下水処理区の概要を掲載しているところでござ

います。 

 次に、１７５ページをごらんください。２の公

共下水道整備につきましては、川内処理区の平佐

地区の管渠整備・舗装復旧工事を行うとともに、

下甑地域の長浜地区の公共下水道整備に係る基本

構想・全体計画の策定業務を実施いたしました。 

 次に、３の公債費につきましては、施設整備等

に伴う起債に係る元利償還金について、一般会計

からの繰入金により支出しております。 

 なお、この後の各特別会計におきましても、公

債費の支出がございますが、説明を割愛させてい

ただきます。 

 次に、お開きいただきまして、１７６ページで

ございます。 

 農業集落排水事業特別会計で、１の農業集落排

水処理施設管理では、次の１７７ページまでの表

に記載しております城上処理区のほか、４処理区

の処理施設の適正な管理に努めたところでござい

ます。 

 続きまして、１７８ページをお開きください。 

 漁業集落排水事業特別会計において、１の漁業

集落排水処理施設管理では、上甑地域の平良地区

のほか、下甑地域の２処理区の処理施設の適正な

維持管理を行うとともに、手打処理区につきまし

ては、特に接続促進に取り組んだところでござい

ます。 

 最後に、１７９ページ、浄化槽事業特別会計で

は、１の浄化槽施設管理において、上甑地域の江

石、小島、瀬上及び桑之浦地区に設置した浄化槽

の適正な維持管理に努めました。 

 以上で、下水道課の決算の概要について説明を

終わります。 

 詳細につきましては、課長から説明いたします

ので、よろしくお願いいたします。 

────────────── 

△議案第１３７号 平成２７年度薩摩川内 

市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算 

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第

１３７号決算の認定について、平成２７年度薩摩

川内市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算を議

題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）下水道課です。よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、議案第１３７号決算の認定について、

平成２７年度薩摩川内市公共下水道事業特別会計

歳入歳出決算について、説明いたします。 

 各歳入歳出決算書の２４２ページをお開きくだ

さい。 

 まず、歳出から説明いたします。 
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 １款１項１目一般管理費は、公共下水道事業の

管理に要する経費で、支出済額は１億３,３０４万

４,１６５円であります。 

 内訳につきましては、備考欄記載のとおり、宮

里浄化センター等包括的維持管理業務委託ほか

１０件が主なものでございます。 

 なお、各節の不用額につきましては、それぞれ

の実績によるものでありますが、１３節委託料に

つきましては、宮里浄化センター等包括的維持管

理業務委託、向田ポンプ場の大雨対策による運転

管理業務委託の執行残によるものでございます。 

 また、１５節工事請負費につきましては、市道

駅前白和線の改良工事の進捗に伴う下水道管の移

設工事の執行残によるものでございます。 

 １８節備品購入費につきましては、井戸水を使

用する新規の接続がなかったため、計量用のメー

ター機等を購入する必要がなかったこと。 

 また、２３節償還金利子及び割引料は、過年度

使用料過誤納等に係る還付金が生じなかったため、

未執行となったものでございます。 

 次に、２款１項１目施設整備費は、公共下水道

事 業 の 整 備 に 要 す る 経 費 で 、 支 出 済 額 は

４,４００万２,９３３円であります。 

 内訳につきましては、備考欄記載のとおり、職

員１人分の給与費及び川内処理区事業計画変更図

書作成業務委託ほか４件が主なものでございます。 

 １ 目 施 設 整 備 費 の 繰 越 明 許 費 ９ ５ ２ 万

８,０００円につきましては、川内地区公共下水道

整備事業費、長浜地区公共下水道整備事業費につ

いて、翌年度へ繰り越しを行いました。 

 うち、川内地区公共下水道整備事業では、平佐

地区の私道路の管渠整備に地権者との調整に不測

の期間を要したことから、工事請負費４４７万

４,０００円を繰り越したものですが、これについ

ては、６月末で完了しているところでございます。 

 また、長浜地区公共下水道整備事業については、

平成２７年度に実施した基本構想・全体計画に不

測の期間を要し、完成が遅れたことから、国の補

助採択等に必要な事業計画策定業務の発注が３月

となり、委託料５０５万４,０００円を契約済み繰

り越ししたものでございます。 

 次に、不用額についてでありますが、１目施設

整備費１３節委託料９０８万８,２００円の不用額

は、長浜地区基本構想・全体計画策定業務委託等

の執行残によるものでございます。 

 ２２節補償・補填及び賠償金の不用額６９万

３,０００円は、汚水管渠築造工事に伴う水道管及

びガス管移設の実績によるものであります。 

 次に、３款１項公債費の支出済額は、１目元金

及 び ２ 目 利 子 の 合 計 で ３ 億 ２ , ３ ４ ４ 万

５,３８０円で、施設整備等に伴う長期債の元利償

還金であります。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

前に戻っていただき、２３８ページをお開きくだ

さい。 

 １款１項１目１節公共下水道事業分担金の収入

済額は２万２,５００円で、上甑処理区の公共下水

道事業分担金であります。 

 １款２項１目１節公共下水道事業分担金の収入

済額は１,４０４万８,８００円で、川内処理区の

公共下水道事業受益者負担金であります。 

 同じく２節公共下水道事業負担金滞納繰り越し

分の収入済額は２０万円で、川内処理区の公共下

水道事業受益者負担金滞納の繰り越し分でござい

ます。 

 収入未済額１０４万３,６００円は、滞納繰り越

し分として、現在、徴収に努めているところでご

ざいます。 

 次に、２款１項１目１節公共下水道施設使用料

の収入済額は１億２,０７７万６,６６０円で、川

内処理区及び上甑処理区の公共下水道施設使用料

でございます。 

 収入未済額５０２万５,４８０円は、滞納繰り越

し分として、現在、徴収に努めているところでご

ざいます。 

 な お 、 平 成 ２ ７ 年 度 に お い て 、 ２ ３ 万

３,４５０円を、滞納者が行方不明により徴収不納

となったため、地方自治法の規定による５年を経

過したことにより、不納欠損処理しております。 

 同じく２節公共下水道施設占用料の収入済額は

９,５４０円であります。 

 次に、２款２項１目１節指定等手数料の収入済

額は３万６,０００円であります。 

 同じく２節確認手数料の収入済額は３５万

４,１００円で、排水設備計画確認等に伴う手数料

であります。 

 ２項２目１節督促手数料の収入済額は１０万

２,６００円であります。 
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 収入未済額９万１,９００円は、施設使用料に係

ります督促手数料であります。 

 なお、平成２７年度において５,３００円を不納

欠損処理しております。 

 次に、３款１項１目１節公共下水道事業費補助

金の収入済額は４００万円で、川内処理区宮里浄

化センターのポンプ棟増設のための実施設計業務

委託及び向田汚水幹線耐震診断業務委託に係る社

会資本整備総合交付金で、補助率は５０％でござ

います。 

 次に、２４０ページをお開きください。 

 ４款１項１目１節一般会計繰入金の収入済額は

３億５,１１８万５０１円で、一般会計からの繰入

金であります。 

 次に、６款２項１目１節雑入の収入済額は

３５８万９,７７７円で、市道駅前白和線の改良工

事に伴う下水道管の移転補償金と原子力立地給付

金が主なものでございます。 

 次に、７款１項１目１節公共下水道事業債の収

入済額は１,２７０万円で、川内処理区の宮里浄化

センター実施設計業務及び向田汚水幹線耐震診断

業務並びに平佐地区内の私道管渠築造工事に係る

下水道事業債で、充当率が１００％でございます。 

 続きまして、２４４ページをお開きください。 

 実質収支に関する調書で、歳入総額５億

７０２万円、歳出総額５億４９万２,０００円、歳

入歳出差し引き額６５２万８,０００円のうち、翌

年度へ繰り越すべき財源として、繰越明許費繰り

越し額６５２万８,０００円で、実質収支額はゼロ

円であります。 

 以上で、説明を終わります。よろしく御審査賜

りますよう、お願い申し上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 採決いたします。本決算を認定すべきものと認

めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定しました。 

────────────── 

△議案第１３８号 平成２７年度薩摩川内 

市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１３８号決

算の認定について、平成２７年度薩摩川内市農業

集落排水事業特別会計歳入歳出決算を議題としま

す。 

 当局に補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）それでは、議案第

１３８号決算の認定について、平成２７年度薩摩

川内市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算に

ついて、説明いたします。 

 決算書の２５３ページをお開きください。 

 まず、歳出について説明いたします。 

 １款１項１目一般管理費は、農業集落排水事業

の管理に要する経費で、支出済額は５,０７９万

９,７４１円であります。 

 内訳につきましては、備考欄記載のとおり、里

浄化センターほか維持管理業務委託ほか１４件が

主なものでございます。 

 なお、各節の不用額につきましては、それぞれ

の実績によるものでございますが、１１節需用費

の不用額２９２万９,０２９円につきましては、主

に里浄化センターの水処理施設の改善による下水

道汚泥を堆肥化するコンポスト機器の運転回数の

減により、光熱水費等に不用額が生じたものでご

ざいます。 

 ま た 、 １ ３ 節 委 託 料 の 不 用 額 １ ７ ２ 万

２,３９９円につきましては、城上浄化センターほ

か４箇所の維持業務委託等の執行残によるもので

ございます。 

 次に、３款１項公債費の支出済額は、１目元金

及び２目利子の合計で、１億 ４ ,６５８万

８,３５４円で、施設整備等に伴う長期債の元利償

還金でございます。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

前に戻っていただき２４９ページをお開きくださ

い。 

 １款１項１目１節農業集落排水事業分担金の収

入済額は１４万円で、城上処理区及び祁答院中央

処理区の農業集落排水事業分担金でございます。 

 次に、２款１項１目１節農業集落排水施設使用
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料の収入済額は４,９２７万５,７３０円で、城上

処理区ほか４処理区の農業集落排水施設使用料で

ございます。 

 収入未済額５２万５,９６０円は、滞納繰越分と

して、現在、徴収に努めているところでございま

す。 

 なお、平成２７年度において２万８,４５０円を

不納欠損処理しております。 

 同じく２節農業集落排水施設占用料の収入済額

は１万２,０００円であります。 

 次に、２款２項１目２節確認手数料の収入済額

は４万４,０００円であります。 

 ２項２目１節督促手数料の収入済額は３万

３,８００円であります。 

 収入未済額１万９００円は、施設使用料の収入

未済に係ります督促手数料でございます。 

 なお、平成２７年度において６００円を不納欠

損処理しております。 

 次に、２５１ページをお開きください。 

 ４款１項１目１節一般会計繰入金の収入済額は

１億４,７５５万３,２７３円であります。 

 次に、６款２項１目１節雑入の収入済額は

３２万９,２９２円で、原子力立地給付金でござい

ます。 

 続きまして、２５５ページをお開きください。 

 実質収支に関する調書で、歳入総額、歳出総額

とも１億９,７３８万８,０００円で、実質収支額

はゼロ円でございます。 

 以上で、説明を終わります。よろしく御審査賜

りますようお願い申し上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 採決いたします。本決算を認定すべきものと認

めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定しました。 

────────────── 

△議案第１３９号 平成２７年度薩摩川内 

市漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１３９号決

算の認定について、平成２７年度薩摩川内市漁業

集落排水事業特別会計歳入歳出決算を議題としま

す。 

 当局に補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）それでは、議案第

１３９号決算の認定について、平成２７年度薩摩

川内市漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算に

ついて、説明いたします。 

 決算書の２６２ページをお開きください。 

 まず、歳出から説明いたします。 

 １款１項１目一般管理費は、漁業集落排水事業

の管理に要する経費で、支出済額は２,１４７万

９,７３６円であります。 

 内訳につきましては、備考欄記載のとおり、手

打浄化センターほか維持管理業務委託ほか１１件

が主なものでございます。 

 なお、各節の不用額につきましては、それぞれ

の実績によるものでございますが、１１節需用費

の不用額１３８万７,９２９円につきましては、平

良浄化センターほか２カ所の施設機器の修繕料等

の執行残によるものでございます。 

 また、１４節使用料及び賃借料の未執行につき

ましては、災害時のバキューム車等の借り上げを

計上しておりましたが、災害対応がなかったため、

２３節償還金利子及び割引料は、過年度使用料過

誤納等に係る還付金が生じなかったため、全額が

未執行となったものでございます。 

 次に、３款１項公債費の支出済額は、１目元金

及び２目利子の合計で４,８１５万３,４００円で、

施設整備等に伴う長期債元利償還金でございます。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

前に戻っていただき、２６０ページをお開きくだ

さい。 

 １款１項１目１節漁業集落排水事業分担金の収

入済額は２８万円で、手打処理区に係る漁業集落

排水事業分担金であります。 

 次に、２款１項１目１節漁業集落排水施設使用

料の収入済額は１,８３８万６,４３０円で、平良

処理区ほか２処理区の漁業集落排水施設使用料で

ございます。収入未済額３万９,９１０円は、滞納
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繰越分として、現在、徴収に努めているところで

ございます。 

 同じく２節漁業集落排水施設占用料の収入済額

は９,０００円になります。 

 次に、２款２項１目１節確認手数料の収入済額

は３万３,４００円であります。 

 ２ 項 ２ 目 １ 節 督 促 手 数 料 の 収 入 済 額 は

８,１００円であります。収入未済額９００円は、

施設使用料の収入未済に係ります督促手数料でご

ざいます。 

 次に、４款１項１目１節一般会計繰入金の収入

済額は５,０７６万１,９８２円であります。 

 次に、６款２項１目１節雑入の収入済額は

１５万４,２２４円で、原子力立地給付金でござい

ます。 

 続きまして、２６４ページをお開きください。 

 実質収支に関する調書で、歳入総額、歳出総額

とも６,９６３万３,０００円で実質収支額はゼロ

円でございます。 

 以上で、説明を終わります。よろしく御審査賜

りますようお願い申し上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑がないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 採決いたします。本決算を認定すべきものと認

めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定しました。 

────────────── 

△議案第１４０号 平成２７年度薩摩川内 

市浄化槽事業特別会計歳入歳出決算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１４０号決

算の認定について、平成２７年度薩摩川内市浄化

槽事業特別会計歳入歳出決算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）それでは、議案第

１４０号決算の認定について、平成２７年度薩摩

川内市浄化槽事業特別会計歳入歳出決算について、

説明いたします。決算書の２７１ページをお開き

ください。 

 まず、歳出について、説明いたします。 

 １款１項１目一般管理費は、上甑地域の市設置

型浄化槽の管理に要する経費で、支出済額は

９５７万２,３８４円であります。 

 内訳につきましては、備考欄記載のとおり、上

甑地域戸別合併処理浄化槽維持管理業務委託が主

なものであります。なお、各節の不用額について

は、それぞれの実績によるものでございますが、

また、２３節償還金利子及び割引料の未執行は、

過年度使用料過誤納等に係る還付金が生じなかっ

たため、全額未執行となったものでございます。 

 次に、３款１項公債費の支出済額は、１目元金

及び２目利子の合計で５９４万１,６１２円で、施

設整備等に伴う長期債の元利償還金でございます。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

前に戻っていただき、２６９ページをお開きくだ

さい。 

 １款１項１目１節浄化槽事業分担金の収入済額

はゼロ円で、接続する際の分担金を計上しており

ましたが、年度中の新たな浄化槽の接続がなかっ

たものでございます。 

 次に、２款１項１目１節浄化槽排水施設使用料

の収入済額は７６１万３,４４０円で、上甑地域の

浄化槽排水施設使用料でございます。収入未済額

１万８,５１０円は、滞納繰越分として、現在、徴

収に努めているところでございます。 

 次に２項１目１節確認手数料は収入済額ゼロ円

で、新設分がなかったものでございます。 

 同じく２目１節督促手数料の収入済額は

２,４００円であります。収入未済額３００円は、

施設使用料の収入未済に係ります督促手数料でご

ざいます。 

 次に、４款１項１目１節一般会計繰入金の収入

済額は７８９万８,１５６円であります。 

 続きまして、２７３ページをお開きください。 

 実質収支に関する調書で、歳入総額、歳出総額

とも１,５５１万４,０００円で、実質収支額はゼ

ロ円であります。 

 以上で、説明を終わります。よろしく御審査賜

りますようお願い申し上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ
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りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 採決いたします。本決算を認定すべきものと認

めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定しました。 

────────────── 

△議案第１３４号 平成２７年度薩摩川内 

市一般会計歳入歳出決算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止し

てありました議案第１３４号を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）それでは、議案第

１３４号平成２７年度薩摩川内市一般会計歳入歳

出決算のうち、下水道課分について、説明いたし

ます。決算書の１３１ページをお開きください。 

 まず、歳出について説明いたします。 

 ４款２項４目地域下水処理費は、下水処理施設

の維持管理及び小型合併処理浄化槽設置に係る補

助金交付等に係る経費で、支出済額は１億

５,８７４万４,８３４円でございます。内訳につ

きましては、備考欄記載のとおり、下水処理施設

管理費において、永利浄化センター維持管理業務

委託ほか７件、小型合併処理浄化槽整備補助事業

費において、小型合併処理浄化槽設置整備事業補

助金３８０件、浄化槽費において、浄化槽事業特

別会計繰出金が主なものでございます。 

 各節の不用額につきましては、それぞれの実績

によるものでございますが、１９節負担金補助及

び交付金の不用額２,７１２万４,７０４円は、小

型合併処理浄化槽設置整備事業補助金の実績によ

るものでございます。 

 また、１５節工事請負費の未執行は、下水処理

施設管理費において、取りつけ管布設工事がなか

ったため、同じく２３節償還金利子及び割引料は

過年度使用料過誤納等に係る還付金が生じなかっ

たため、同じく、２７節公課費は、公用車の取り

かえによる車検の必要がなくなったため、全額が

未執行となったものでございます。 

 次に、１３５ページをお開きください。 

 ５款１項１目労働諸費の支出済額５,５４１万

９,５８６円のうち、下水道課分は８４７万

９,６６０円で、内訳は備考欄記載のとおり、緊急

雇用創出事業臨時特例基金事業による給排水工務

技術者育成支援事業業務委託ほか１件でございま

す。 

 次に、１４１ページをお開きください。 

 ６款３項４目農業集落排水費は、農業集落排水

事業特別会計への繰出金で、支出済額は１億

４,７５５万３,２７３円でございます。 

 次に、１４５ページをお開きください。 

 ６款５項５目漁業集落排水費は、漁業集落排水

事 業 特 別 会 計 へ の 繰 出 金 で 、 支 出 済 額 は

５,０７６万１,９８２円であります。 

 次に、１６３ページをお開きください。 

８款５項４目下水道費の支出済額は４億

５,６７６万４,２８６円であります。内訳につき

ましては、備考欄記載のとおり、下水道管理費に

おいて、職員１１人分の給与費、ポンプ場管理費

において、中郷ポンプ場・平佐ポンプ場維持管理

業務委託ほか２件及び中郷ポンプ場遠方監視装置

設置工事、公共下水道費においては、公共下水道

事業特別会計繰出金が主なものでございます。 

 各節の不用額につきましては、それぞれの実績

によるものでございますが、１３節委託料の不用

額１８４万１,３１４円は中郷ポンプ場及び平佐ポ

ンプ場の大雨に対応した運転管理業務委託の実績

による執行残が主なものであり、また、１９節負

担金補助及び交付金の不用額１３４万３,３８０円

は、公共下水道等接続補助金の執行残が主なもの

であり、２８節繰出金の不用額１,９８０万

３,４９９円は、公共下水道事業特別会計への繰出

金の執行残でございます。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

前に戻っていただき、１７ページをお開きくださ

い。 

 １４款１項３目１節衛生使用料のうち、下水道

課分の収入済額は２,１３６万７,９００円であり、

永利処理区及び鹿島処理区の下水道施設使用料で

ございます。 

 収入未済額２０万５,５４０円は、全額下水道課
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分であり、滞納繰越分として現在、徴収に努めて

おります。 

 次に、２１ページをお開きください。 

 同じく、６目３節都市計画使用料のうち、下水

道課分の収入済額は６,１６０円で、次のページ備

考欄記載のとおり、都市下水路占用料でございま

す。 

 次に、２７ページをお開きください。 

 １４款２項３目１節衛生手数料のうち下水道課

分の収入済額は２万２,４００円で、次のページ、

２９ページ備考欄のとおり、浄化槽清掃業許可申

請手数料が主なものでございます。 

 同じく、２節督促手数料の収入済額は１万

６,９００円で、収入未済額２,４００円は、衛生

使用料の収入未済に係ります督促手数料でござい

ます。 

 次に、３３ページをお開きください。 

 １５款２項３目２節清掃費補助金の収入済額は

４,４８５万８,０００円で、小型合併処理浄化槽

設置整備事業補助金に係ります国の循環型社会形

成推進交付金であり、補助率は本土が３分の１、

甑島が２分の１であります。 

 次に、４１ページをお開きください。 

 １６款２項３目３節清掃費補助金の収入済額は

２,９２４万５,０００円で、小型合併処理浄化槽

設置整備事業補助金に係る県の浄化槽設置事業交

付金であり、補助率は、基本補助率本土分が３分

の１、離島分が４分の１となっております。 

 次に、５３ページをお開きください。 

 １７款１項２目１節利子及び配当金のうち、下

水道課分の収入済額は１万７,４７５円で、備考欄、

下から３番目のとおり、下水道整備貸付基金利子

収入でございます。 

 続きまして、財産に関する調書について説明い

たしますので、３７０ページをお開きください。 

 出資による権利のうち、下水道課分は下から

５番目の県環境検査センター出捐金１１５万円で

決算年度中の増減はございませんでした。 

 次に、３７５ページをお開きください。 

 運用基金の表中、下水道課分は、一番下の下水

道整備貸付基金で、基金の総額は１億２,０００万

円で決算年度中の増減はございませんでした。 

 次に、基金の運用状況について説明いたします

ので、３８３ページをお開きください。 

 下水道整備貸付基金は、下水道への接続推進を

図るため、無利子の貸付制度として運用しており、

貸し付けの対象は下水道施設へ接続するための排

水設備改造工事に係る経費でございます。 

 （５）の貸し付けの状況のとおり、平成２７年

度中の貸し付けは１件１３５万円で、２７年度末

の基金の貸付金額は４８１万６,９００円となって

おります。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審査賜り

ますようお願い申し上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（谷津由尚）地域下水処理費のこの補助

金の予算現額で１億６,０８０万円に対して、

２,７１０万円の不用額が、これは補助金をそんだ

け使われなかったということで、ただ、その不用

額率としては１６％ぐらいあるわけでして、それ

だけ、逆に言うと合併処理浄化槽の設置がなかっ

たということになるわけですけど、もうちょっと

推奨してほしいなと思うんですけど、いかがでし

ょうか。 

○下水道課長（徳重勝美）今、小型合併浄化槽

の補助金でございます。平成２７年度が３８０件

ということで、ちなみに平成２６年度が３８４件

ございました。大体４００件ぐらい近い形である

のかなと推進、算定しておりますけども、年々、

この合併浄化槽の推進につきましては、まだ単独

浄化槽の設置者等がございますので、その分もぜ

ひ合併浄化槽に切りかえていただくような形で、

広報紙等を使いながら、この接続の補助金のほう

に合併浄化槽の推進を呼びかけているところでご

ざいます。今後まだ力を入れてまいりたいと思っ

ております。 

 以上です。 

○委員（谷津由尚）どうしても生活排水処理率

に直結するもんですから、補助金率を上げられた

らどうですか。 

○下水道課長（徳重勝美）市独自でまたプラス

アルファという形で、それも一つの手のうちかな

というふうに思います。また今後の検討材料とし

て考えさせていただきたいと思います。 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で下水道課を終わります。御苦労さまでし
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た。 

────────────── 

△建設政策課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、建設政策課の審査

を行います。 

────────────── 

△議案第１３４号 決算の認定について 

（平成２７年度薩摩川内市一般会計歳入歳 

出決算） 

○委員長（宮里兼実）まず、建設政策課関係の

決算の概要について部長の説明を求めます。 

○建設部長（泊 正人）それでは、これより建

設部の審査のほう、よろしくお願い申し上げます。 

 まず、建設部全体といたしまして、平成２７年

度予算額が５７億４,７７６万７,０００円に対し

まして、決算のほうが５１億９１７万１,１２８円、

執行率で８８.８９％でありました。これは、平成

２６年度に比べまして、２.０１ポイントほど執行

率が上がっております。各課室におきましては、

社会資本整備事業を精力的に進めまして、大きな

トラブルや事故もなく、おおむね順調な平成

２７年度であったと報告をさせていただきます。 

 それでは、建設政策課について、説明をさせて

いただきますので、決算附属書の１２８ページか

ら１３０ページをお開きください。 

 建設政策課につきましては、建設部内の庶務、

会計事務のほか、予算や事業調整、他の部署から

の執行委託事業の調整、国県事業にかかわります

事業促進のための要望活動を行っております。平

成２７年度の主な成果といたしましては、１の地

籍調査事業の充実とありますが、昨年度から用地

課が廃止をされ、建設政策課内に用地グループと

して配置されております。入来地域の外部作業が

終了し、データの数値化等、最終段階の作業を行

ってまいりました。昭和３６年度に旧樋脇町を皮

切りに進められてまいりました地籍調査事業が全

て完了いたしました。本年７月には鹿児島県より

完了自治体に対しまして表彰があったところでご

ざいます。 

 ２の土地の取得及び登記の促進につきまして、

他の課からの事業用地取得や未登記処理に取り組

んでまいりました。県外地権者や難航する案件も

ありましたけれども、県外へ直接出向き、同意を

いただき、滞ることなく各路線の事業着手に入っ

ていけたところであります。 

 また、公共嘱託登記協会へ業務委託を行い、専

門的な登記事務を行っていただき、未登記処理な

どの年度当初計画どおりに進められたところでご

ざいます。 

 ３の川内川改修に関することにつきましては、

県を母体といたします川内川改修促進期成会、さ

つま町と組織しております下流改修促進期成会、

本市単独の市街部改修促進期成会の３本立てで、

国土交通省本省や九州地方整備局へ要望を展開を

してまいりました。 

 ４の南九州西回り自動車道に関することにつき

まして、県が、事務局の南九州西回り自動車道建

設促進期成会、高規格幹線道路建設促進期成会を

中心に活動を展開してまいりました。 

 また、阿久根川内道路として、平成２７年４月

９日に事業決定をいたしましたことから阿久根市

と建設促進協力会を立ち上げ要望活動を展開して

おります。地元説明会も数箇所で開催し、中心線

測量や調査など現地に入り、作業が進められたと

ころでございます。 

 今後も国、県機関との連携調整により、一日で

も早い時期に用地交渉に入れるように、また、工

事着手できるように地元と調整をしながら要望強

化に努めてまいります。 

 また、県の事業であります藺牟田瀬戸架橋につ

きましても、既に１４基の橋脚が全て海面から姿

を現しておりまして、いよいよ第３橋梁第４橋梁

の上部工へ移ってまいります。 

 この後、詳細につきましては、課長のほうから

説明がございます。よろしくお願い申し上げます。 

○委員長（宮里兼実）引き続き当局の補足説明

を求めます。 

○建設政策課長（須田徳二）建設政策課です。

よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第１３４号決算の認定について

（平成２７年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算）のうち建設政策課分について御説明いたしま

す。 

 まず、歳出から御説明いたしますので、決算書

の９５ページをお開きください。 

 ２ 款 １ 項 １ ３ 目 地 籍 調 査 費 の 支 出 済 額

６,８６７万９,３９２円は地籍調査事業に係る経

費と、市道等の用地取得並びに本市未登記解消に
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向けた経費が主なものであります。 

 支出の内容でありますが、備考欄記載のとおり、

事項地籍調査事務費において、地籍調査関係職員

の給与費及び公共嘱託登記業務委託ほか６件と、

事項用地管理事務費において、行政事務嘱託員報

酬、用地関係職員の給与費及び、公共嘱託登記業

務委託ほか８件が主なものであります。 

 不用額についてでありますが、１３節委託料の

不用額７１８万５,６２１円につきましては、公共

嘱託登記業務委託料の執行残で、地籍調査事務費

において、地籍図修正の実績によるほか、用地管

理事務費において、平成２７年度中の処理を予定

していた案件が関係権利者との調整に時間を要し、

年度内での処理ができなかったことによるもので

あります。 

 次に１５１ページをお開きください。 

 ８款１項１目土木総務費の支出済額２億

７,８４８万２,４７５円は、職員の人件費などの

一般管理経費及び道路関係の要望活動等に要した

経費であります。 

 支出の内容でありますが、備考欄記載のとおり、

事項土木総務費において建設部関係職員の給与費

並びに次の１５４ページになります鹿児島県市町

村社会基盤整備推進協議会負担金ほか８件が主な

ものであります。 

 なお、負担金の額につきましては、それぞれの

各期成会、協議会等において均等割、人口割並び

に道路河川延長割等で決定されております。 

 次に、１５７ページをお開きください。 

 ８款３項１目河川総務費の支出済額１億

５,１５２万８２７円のうち建設政策課分は

１６３万９,８１０円であります。 

 支出の内容でありますが、各種期成会への負担

金等や、河川改修関係の要望活動並びに、総会等

への出席に要した経費で、備考欄記載のとおり、

事項河川管理費において、川内川下流改修促進期

成会分担金及び川内市街部改修促進期成会補助金

等が主なものであります。 

 次に、１５９ページをお開きください。 

 ８款４項１目港湾総務費の支出済額７,８４８万

７,３３６円のうち建設政策課分は４１万２６０円

であります。 

 支出の内容でありますが、各種協議会等への負

担金や港湾関係の要望活動並びに、総会への出席

に要した経費で、備考欄記載のとおり事項港湾総

務費において、日本港湾協会会費ほか２件が主な

ものであります。 

 次に、８款５項１目都市計画総務費の支出済額

１億６,８００万２,５９０円のうち、建設政策課

分は７５万６,０６０円であります。 

 支出の内容でありますが、南九州西回り自動車

道の建設促進に係る協議会等への負担金や要望活

動並びに総会等への出席に要した経費で、次の

１６２ページの備考欄中ほどに記載のとおり、事

項南九州西回り自動車道建設促進事業費において、

同自動車道建設促進期成会負担金ほか２件が主な

ものであります。 

 続きまして、歳入について、御説明いたします

ので、前に戻っていただき、２７ページをお開き

ください。 

 １４款２項１目１節総務手数料の収入済額

５,３６３万４,３００円のうち、建設政策課分は、

備考欄一番下の地籍成果品交付手数料８２万

４,９８０円であります。 

 この手数料につきましては、地籍調査の成果品

であります一筆座標、多角点座標及び多角点網図

の交付手数料になります。 

 次に、３９ページをお開きください。 

 １６款２項１目総務費補助金の１節総務管理費

補助金の収入済額1億５,０８６万９５４円のうち、

建設政策課分は、備考欄一番下の地籍調査費補助

金２４万円であります。 

 これにつきましては、先ほど部長からもありま

したとおり、平成２７年度旧入来町の地籍調査事

業の実施に伴い交付されたもので、補助率は国が

２分の１、県が４分の１であります。 

 次に、６１ページをお開きください。 

 ２１款５項４目１節雑入の収入済額４億

９,８１０万１,９８１円のうち、建設政策課分は

７０ページをお開きください。備考欄中ほどにな

ります、南九州西回り自動車道川内道路建設促進

協力会解散負担金返戻金１万４,５８０円と、その

下の同自動車道川内隈之城道路建設促進協力会解

散返戻金９万７,７５６円であります。 

 この返戻金につきましては、同自動車道の供用

開始に伴い、同協力会を解散し、解散時の予算残

金を雑入として受け入れたものであります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた
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します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（新原春二）地籍調査事業が一応、平成

２７年で終わったということで、非常に苦労され

て、完了されただろうと思います。本当に御苦労

さまでした。 

 それで、結構あちこちで筆界未定になった部分

もあると思うんですけども、これは、地域の実情

によって仕方がなくだと思うんですが、努力され

て、そういうようなことになったというふうに理

解をしているんですけども、全体的に何箇所ぐら

いで平米数はどのくらいのものが筆界未定になっ

ていますか。わかっていたら、お知らせください。 

○建設政策課長（須田徳二）件数につきまして

は、筆界未定地８,５０４筆になります。面積にし

まして、７２５.６ヘクタールということで、実績

を持っているところです。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）ほかに。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で建設政策課を終わります。御苦労さまで

した。 

 ここで休憩します。再開はおおむね１３時とい

たします。 

～～～～～～～～～～ 

午前１１時４８分休憩 

～～～～～～～～～～ 

午後 ０時５７分開議 

～～～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）休憩前に引き続き、会議

を開きます。 

────────────── 

△建設整備課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、建設整備課の審査

に入ります。 

────────────── 

△議案第１３４号 決算の認定について 

（平成２７年度薩摩川内市一般会計歳入歳 

出決算） 

○委員長（宮里兼実）まず、建設整備課関係の

決算の概要について部長の説明を求めます。 

○建設部長（泊 正人）それでは、午後も引き

続きよろしくお願いを申し上げます。 

 建設整備課になります。附属書は１３２ページ

から１３３ページになります。 

 １の道路交通ネットワークの整備でありますが、

市道の整備推進といたしましては、都市計画道路

として、駅前白和線の整備を進めておりまして、

昨年度から春田川に係ります新地橋のかけかえ工

事を行っております。 

 また、懸案でありました網津の唐浜海水浴場に

通じます網津唐浜港線の網津踏切につきましては、

完成することができました。 

 甑におきましては、中甑江石線、手打４号線、

鳥ノ巣線をそれぞれ国の補助事業で実施をいたし

ました。 

 市の単独事業といたしましても各地区から要望

のあります、道路改良路線のうち１４路線を整備

をしたところであります。 

 電源立地校区振興事業では、滄浪地区の久見崎

循環線、高江石田線、寄田の新田大山線等を実施

いたしました。 

 県道の整備といたしましては、川内串木野線、

高江校区でありますが、ほか６路線を整備をいた

だいておりまして、それに伴います負担金を支出

いたしております。 

 ２の港湾施設の充実及び利用促進といたしまし

ては、川内港の沖堤防、「一文字堤」と呼んでお

りますけれども、西防波堤の整備や里港、長浜港

の岸壁補修補強等をそれぞれ整備いただき、負担

金を支出いたしております。 

 懸案の唐浜埠頭整備につきましては、前伊藤知

事からゴーサインも出ているところでありまして、

今後港湾計画の変更など、県や関係機関と連携し、

早期の事業化へ向け作業を進めてまいりたいと考

えているところでございます。 

 ３の公園緑地の整備といたしましては、長寿命

化修繕計画に基づき遊具等の整備を行いましたと

ともに指定管理者よる市内全ての公園を事故なく

管理をすることができました。 

 平成２７年度より観光施設の公園も管理をする

ようになり、市内の公園全体を統一した考え方で

管理しているところでございます。 

 また、これまで整備中でありました天辰地区の

土地区画整理事業内の三堂公園、あるいは久見崎
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公園につきましては、順次整備が進んでまいりま

して、地元へ供用を開始したところでございます。 

 詳しいことにつきましては、課長のほうから説

明がございます。どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。 

○委員長（宮里兼実）引き続き当局の補足説明

を求めます。 

○建設整備課長（吉川正紀）それでは、建設整

備課分を御説明いたします。 

議案第１３４号平成２７年度薩摩川内市一般会

計歳入歳出決算書の建設整備課分について説明い

たします。 

 まず、歳出から説明いたしますので、決算書の

１３９ページをお開きください。 

 ６款３項１目農業土木総務費のうち、建設整備

課分は、１４０ページの備考欄の下段のところに

なります。農村公園管理費で支出済額が９５５万

２,２００円で、矢立農村公園指定管理料のほか

１０件の委託料などに要した経費です。 

 次に、１５５ページをお開きください。 

 ８款２項３目道路新設改良費のうち、建設整備

課分は、交通安全施設単独事業費を除いて、支出

済額３億８,４４１万２,４６４円です。なお、一

般道路整備事業費の一部６,９４９万２,０００円

を平成２８年度に繰り越しております。 

 備考欄をごらんください。 

 一般道路整備事業費、川内地域踏切改良拡幅事

業費、次ページの１５８ページをお開きいただき、

備考欄の上段から、中甑江石線整備事業費、手打

４号線整備事業費、鳥ノ巣線整備事業費などの関

連する工事費や委託料及び用地購入などに要した

経費です。 

 ここで、前のページの１５５ページをお開きく

ださい。 

 ３節委託料の不用額が１,０９７５,６４０円と

なっておりますが、この不用額の主なものは、網

津踏切の拡幅整備を肥薩おれんじ鉄道へ委託して

おりましたが、この委託料の確定により不要にな

ったものです。 

 次に、１５９ページをお開きください。 

 ８款４項１目港湾総務費のうち、建設整備課分

は、備考欄の港湾県営事業負担金で支出済額

７,３９４万３,０００円です。これは、川内港埠

頭舗装工事ほか１件及び県が施工する川内港、長

浜港、里港に係る港湾整備に伴う負担金として支

出したものです。 

 ここで、１９節負担金補助金及び交付金の不用

額が８４０万円になっておりますが、これは県か

らの要請により、負担金相当額を確保していまし

たが、国からの補正内示が県になかったことから

負担金の拠出が不要になったものです。 

 次に、１６１ページをお開きください。 

 ８款５項２目街路費のうち建設整備課分は、備

考 欄 の 駅 前 白 和 線 整 備 事 業 費 で 支 出 済 額

９,７８８万７,６２７円です。なお、整備に係る

事業費の一部６,８４４万５,０００円を平成

２８年度へ繰り越しております。備考欄に記載の

とおり、本事業に係る工事や委託及び用地購入な

どに要した経費です。 

 次に、１６５ページをお開きください。 

 ８款５項５目公園緑地費の支出済額４億

８,４８６万５,８１７円です。 

 なお、三堂公園整備事業費の一部１,１００万円

を平成２８年度に繰り越しております。右側備考

欄に記載のとおり、公園管理事業費、三堂公園整

備事業費、久見崎公園整備事業費など、公園の指

定管理料や工事及び委託料などに要した経費です。 

 ここで、１３節委託料の不用額が２３０万

６,９１４円となっておりますが、これは、指定管

理料の精算を年度末に行うことから、指定管理料

が減額になり指定管理者からの委託料の戻入によ

るものです。 

 次に、２０１ページをお開きください。 

 １１款４項１目現年公用公共施設災害復旧費の

う ち 、 建 設 整 備 課 分 は 、 ２ ０ ３ ペ ー ジ 、

２０４ページをお開きください。 

 備考欄の中段付近をごらんください。 

 建設整備課分で、支出済額６,４７９万４８７円

です。昨年の台風１５号により被害を受けた公園

施設の修繕及び倒木除去業務委託に要した経費で

す。 

 以上で歳出について説明を終わります。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

決算書の１７ページをお開きください。 

 １４款１項４目農林水産使用料、１節農業使用

料で、建設整備課分は、２０ページをお開きくだ

さい。備考欄の中段あたりに記載の建設整備課分

で、収入済額１万１,４８０円で、東郷の藤川ふれ
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あい交流公園ほか農村公園内にある電柱等の使用

料です。 

 次に、２１ページをお開きください。 

 １４款１項６目土木使用料、３節都市計画使用

料で備考欄に記載の建設整備課分で、収入済額

１,６６７万４,１０７円です。主なものは、寺山

レストハウス及びポニー乗馬や隈之城川公園駐車

場使用料の駐車料金です。 

 次に、２９ページをお開きください。 

 １４款２項６目土木手数料、１節土木手数料で

備考欄に記載の建設整備課分は、収入済額

２７０円です。諸証明手数料でボランティア実績

の証明に係る手数料です。 

 次に、３５ページをお開きください。 

 １５款２項６目土木費補助金、１節道路橋梁費

補助金で、備考欄に記載の建設整備課分は、収入

済額５,４３０万５,０００円です。この、社会資

本整備総合交付金は、網津踏切ほか３路線の整備

に伴う補助金で、補助率は、本土地域は５５％、

甑島地域が６０％です。 

 次に、下段の２節都市計画事業費補助金で備考

欄に記載の建設整備課分は、収入済額４,７２２万

６ , ０ ０ ０ 円 で す 。 収 入 未 済 額 ７ ９ １ 万

４,０００円は、駅前白和線に係る事業費の一部を

翌年度に繰り越したため生じたものです。駅前白

和線の整備に伴う補助金で、補助率は５５％です。 

 次に下段の３節公園緑地事業費補助金で収入済

額４,０３９万６,０００円です。 

収入未済額が４９９万４,０００円は、三堂公園に

係る事業費の一部を翌年度に繰り越したため生じ

たものです。補助率は５０％であります。 

 次に、４９ページをお開きください。 

 １６款３項６土木費委託金、３節都市計画費委

託金で、備考欄に記載の建設整備課分は、収入済

額５,９１１万円です。これは、三堂公園内の三堂

川親水護岸整備に伴う県からの委託金です。 

 ５１ページをお開きください。 

 １７款１項１目財産貸付収入、１節土地建物貸

付収入で備考欄の下段あたりに記載の建設整備課

分は、収入済額２０４万９,２０３円です。これは、

公園内に設置してある自動販売機などの借地料で

す。 

 次に、５５ページをお開きください。 

 １７款２項２目物品売払収入、１節物品売払収

入で、備考欄の下段あたりに記載の建設整備課分

は、収入済額２３２万２,６００円です。これは祁

答院地域にある矢立農村公園のニジマスの売却収

入です。 

 次に、５９ページをお開きください。 

 ２１款４項２目土木費受託事業収入、１節道路

事業受託事業収入で、収入済額５万４,４００円で

す。これは、県が施工した産業廃棄物管理型最終

処分場の建設に伴い、市が実施した周辺地域振興

事業に係る県からの受託事業収入です。 

 次に、６１ページをお開きください。 

 ２１款５項４目雑入、１節雑入で、建設整備課

分は６９ページ、７０ページをお開きください。 

 備考欄の中段あたりに記載の建設整備課分は、

収入済額１,０２５万１,８５０円です。主なもの

は、川内駅東口及び西口駅前広場管理受託収入及

び電気水道料実費収入金などです。 

 以上で歳入について説明終わります。 

 次に財産に関する調書について説明いたします

ので、３６７ページをお開きください。 

 表の区分で行政財産の公共用財産のうち、公園

緑地帯の欄をごらんください。 

 まず、土地について５４万６,３０９.８６平米

の増と２万９,１３１.０１平米の減となっており、

増減は５１万７,１７８.８５平米の増となり、決

算年度末現在高が２３４万１,５３４.４２平米と

なります。これは、寺山いこいの広場や藺牟田池

自然公園などの所管がえによる増分であります。

また、減になった分は、一条殿公園などを普通財

産に移し地区コミュニティ協議会などへ譲渡した

ことによります。建物については合計欄で

３,４８６.１０平米の増と４.３９平米の減となっ

ており、増減は３,４８１.７１平米の増となり、

決算年度末現在高が３万１,２９７.４３平米とな

ります。これは、寺山いこいの広場のレストハウ

スなど所管がえによる増分であり、また、減分は、

坪塚公園のトイレなどを所管がえしたことにより

ます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（川畑善照）駅前白和線が平成２７年度
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に始まって、そして、今現在、工事中ですよね。

あれの完成年度と、今の進捗状況はどうなんでし

ょう。 

○建設整備課長（吉川正紀）今の進捗状況なん

ですが、旧橋の撤去を今やっておりまして、上部

工は終わり、今、下部工の撤去も今もうすぐ完了

するところです。それに合わせて、現在下部工の

工事の発注をいたしたところです。あと、今後、

上部工の発注をしていくんですけれど、完成年度

は今の予定では、平成３０年の３月の予定で今進

めています。 

 以上です。 

○委員（川畑善照）あそこの交差点のところが

大変、難しい状況ですよね。横幅が狭い関係で。

そういうこともありますので、早い時期に地域説

明会もしてあるかとは思いますけれども、やはり

不安がっていらっしゃいますので、進捗とそれか

ら今、他の土地は購入って書いてあるんですが、

借りてるんじゃないんですね。買収されてるんで

すか。 

○建設整備課長（吉川正紀）今言われました土

地なんですが、道路に係る部分は購入してまして、

現在の仮設道路でぐるって回ってるんですが、そ

の部分は借地で借りています。 

○委員（川畑善照）一応、地域説明会はしてほ

しいという声もあったもんですから、できれば自

治会長を通じてやってほしいなと思います。 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で建設整備課を終わります。御苦労さまで

した。 

────────────── 

△建設維持課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、建設維持課の審査

に入ります。 

────────────── 

△議案第１３４号 決算の認定について 

（平成２７年度薩摩川内市一般会計歳入歳 

出決算） 

○委員長（宮里兼実）まず、建設維持課関係の

決算の概要について、部長の説明を求めます。 

○建設部長（泊 正人）それでは、建設維持課

について説明をさせていただきます。決算附属書

は、１３４ページから１３５ページになります。 

 建設維持課におきましては、市道や河川の維持

管理を中心としながら、急傾斜崩壊対策事業など

防災工事にも取り組んでまいりました。 

 １の市道の維持管理につきましては、毎年寄せ

られる市民の方からの多くの要望に迅速に対応し

ており、要望件数の大体８割程度については対応

ができているところでございます。 

 市道路線につきましても、平成２７年度は新た

な認定、廃止はなかったものの路線数といたしま

して２,６００路線を越え、延長も１,５５０キロ

ほどになっております。 

 このほか法定外公共物、いわゆる里道、水路の

維持管理も合わせて行っているところでございま

す。 

 ２の交通安全対策の推進につきましては、県か

ら道路交通違反等に伴う反則金の交付いただき、

カーブミラーやガードレールなどの安全施設の設

置を積極的に行うとともに、通学路の安全対策に

も努めてまいりました。 

 ３の橋梁整備補修事業におきましては、近年大

きな問題、課題となっておりますが、橋梁の長寿

命化修繕計画策定作業に取り組み平成２７年度よ

り工事にも入ってまいりました。事業費が、非常

に高額となることから、なかなか件数というのが

伸びていきませんけれども、有利な補助事業等を

活用しながら、今後も推進に努めてまいりたいと

いうふうに思っております。 

 また、４番目の災害に強い基盤整備につきまし

て、急傾斜地崩壊対策事業はもちろん、排水機場

や水門の管理をはじめ、災害予防に努めてまいり

ました。 

 昨年度は、台風１５号の襲来による大きな被害

が発生し、風倒木処理など大きな支出が出てまい

りました。 

 平成２７年度は、５件の公共災害復旧工事も実

施をいたしました。 

 また、中郷地区や五代地区の内水対策、排水路

整備に努めたところでございます。 

 この後、詳細につきましては課長のほうから説

明がございます。よろしくお願い申し上げます。 

○委員長（宮里兼実）引き続き当局の補足説明

を求めます。 

○建設維持課長（内田俊彦）それでは、議案第

１３４号決算の認定について（平成２７年度一般

会計歳入歳出決算）にかかわる建設維持課分につ
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いて御説明申し上げます。 

 まず、歳出について御説明をいたします。 

 一般会計歳入歳出決算書の１５３ページをお開

きください。 

 ８款２項１目道路橋梁総務費で、支出済額１億

２,７２９万１,３２８円であります。備考欄の支

出の主な内容は職員給与費でありますが、そのほ

か、道路台帳整理業務委託費等や市道今村白浜線

橋梁照明施設取りかえ修繕工事ほか３件等に支出

したものであります。 

 次に、同じページの下のほうになります。８款

２項２目道路維持費で、支出済額７億７,３８０万

６,３０６円であります。備考欄の支出の主な内容

は、道路維持補修班の人件費、道路愛護作業謝金

及び市民から寄せられる要望等にかかわる道路や

河川の維持修繕工事の一般分、即決分や伐採業務

委託などに支出したものであります。 

 不用額については、８節報償費で、これにつき

ましては台風１５号における道路清掃謝金の執行

残によるものでございます。 

 次は、１５５ページになります。 

 ８款２項３目道路新設改良費で、支出済額４億

４３６万４,３１４円のうち、建設維持課分は

１,９９５万１,８５０円です。備考欄の主な支出

の内容は、下段のほうから少し上のほうになりま

すが、交通安全施設単独事業費でガードレール、

カーブミラー、区画線などの交通安全施設の整備

に支出したものであります。 

 次は、１５７ページになります。 

 ８款２項４目橋梁維持費で、支出済額１億

８,４３９万８,３３３円であります。備考欄の主

な内容は、橋梁長寿命化整備計画に伴う、田海橋

橋梁補修設計業務委託ほか３２件の委託に支出し

たものであります。 

 次は、その下になります。 

 ８款３項１目河川総務費で支出済額１億

５,１５２万８２７円のうち、建設維持課分は１億

４,９８８万１,０１７円であります。備考欄の主

な支出の内容は、河川管理費では、水門管理人報

酬、河川愛護謝金、準用河川等伐採業務等の支出

です。 

 河川施設管理費では、普通河川の寄洲除去や半

崎川の護岸整備等や多目的取水組合の負担金の支

出になります。 

排水機場管理費では、排水機場管理人報酬等の

支出になります。 

 １６０ページをお開きください。備考欄の上の

方になります。 

 急傾斜地崩壊対策事業費では、池平地区ほか

６件の工事請負費に支出しております。 

 次は、同じく１５９ページになります。 

 ８ 款 ３ 項 ２ 目 河 川 改 良 費 で 、 支 出 済 額

４,５７４万９,５００円であります。備考欄の支

出の内容は、河川改修事業費で県単砂防事業にか

かわる負担金と特定離島排水路整備事業費で、里

地区の排水対策整備に係る支出であります。 

 次は、同じページの８款４項１目港湾総務費で

支出済額７,８４８万７,３３６円のうち、建設維

持課分は４１３万４,０７６円であります。備考欄

の主な支出の内容は、港湾総務費で江石港港湾長

寿命化計画策定や、港湾排水機場管理費で里町の

荒切川排水機場の管理等に要した支出であります。 

 次は、１７１ページをお開きください。 

 ９款１項５目水防費については、支出済額

６６万７,１４３円であります。備考欄の主な支出

の内容は、長崎水防倉庫ほか棚設置工事ほか１件

の工事に支出したものであります。 

 そのほか、各水防倉庫に土嚢、ブルーシート等

の資材等を購入しております。 

 次は、同じページになります。 

 ９款１項６目災害対策費については、支出済額

１１億９,５０５万３９６円のうち、建設維持課分

は３億７６６万９,６７５円であります。 

 不用額については、１７節公有財産購入費で、

これにつきましては川内川河川改修に伴います大

小路ポンプの移設用地費として計画をしておりま

したけれども、移転先の交渉が不調に終わったた

めのものでございます。 

 １７４ページをお開きください。 

 備考欄上段をごらんください。 

 主な支出の内容といたしましては、薩摩川内市

内水対策中長期ビジョンに伴う中郷排水施設照査

検討業務委託ほか１２件、及び上五代地区排水路

整備工事２工区ほか２０件にかかわる支出であり

ます。並びに特別災害復旧補助金等の支出に充て

たものでございます。 

 次に、１９９ページをお開きください。下段の

ほうになります。 
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 １１款２項１目現年公共土木災害復旧費で支出

済額３,９４１万８,５５４円であります。備考欄

の主な支出の内容といたしましては、職員給与費

と平成２７年度災害復旧工事２か所の工事請負費

であります。 

 同じく、その下になります。 

 １１款２項２目現年単独土木災害復旧費で、支

出済額６,４４４万４,０８０円であります。 

 備考欄の主な支出の内容といたしましては、公

共土木災害の対象にならなかった規模の小さな災

害復旧工事で１３３件の工事請負費であります。 

 次は、２０１ページになります。 

 １１款４項１目現年公用公共施設災害復旧費で、

支出済額２億２,１９５万２１１円のうち、建設維

持課分は３９９万６,０００円であります。 

 ２０４ページをお開きください。 

 備考欄の下から少し上のほうに行ったところで

す。主な支出の内容は、長崎水防倉庫建てかえ工

事ほか３件にかかわる工事に支出したものでござ

います。 

 以上で歳出の説明を終わり、引き続き歳入につ

いて、御説明申し上げます。 

 決算書の１３ページをお開きください。下段付

近になります。 

 １２款１項１目交通安全対策特別交付金で収入

済額１,４９０万６,０００円については、道路交

通法に基づく交通違反について県から交付された

ものでございます。 

 次は、２１ページになります。中段付近です。 

 １４款１項６目１節道路橋梁使用料で収入済額

３,５９９万９,４６０円です。備考欄の主な収入

の内容は、市道に占用している九電柱、ＮＴＴ電

話柱、ガス管等の道路占用と法定外公共物であり

ます里道、水路において使用している同じく九電

等の使用料をそれぞれ継続分と新規分で分けて収

入しております。 

 次に、２３ページをお開きください。 

 同目５節港湾施設使用料で収入済額８万

３,４２６円です。これにつきましては、市が管理

しております、上甑の桑之浦港と江石港における

使用料でございます。 

 同じく、その下、６節河川使用料で収入済額

１万８,６５０円については、河川敷内における九

電、ＮＴＴ柱等の占用使用料であります。 

 次に、２５ぺージをお開きください。 

 １４款１項８目１節消防使用料で収入済額９万

５,７３０円のうち、建設維持課分については、備

考欄の行政財産使用料２万７,７６０円です。内容

としては宮内水防倉庫の一部の敷地を中越パルプ、

それと九州電力に貸し付けていたものであります。 

 次は、２９ページ中段付近になります。 

 １４款２項６目１節土木手数料です。収入済額

１,０４９万９,６９０円のうち、建設維持課分に

ついては、備考欄の諸証明手数料５,１３０円であ

ります。これは、建築許可の申請等に必要な市道

の幅員証明等にかかわる手数料になります。 

 次は、３１ページの中段付近になります。中段

より少し下になります。 

 １５款１項４目１節公共土木災害復旧費負担金

で収入済額６８８万円については、平成２７年度

に発生した災害の５件のうち、年度内完成が見込

めず翌年度に繰り越した２件の公共土木災害の国

庫負担金であります。収入未済額２,２７１万

５,０００円については、年度内完成が見込めず

２８年度に繰越しをした工事５カ所の補助金であ

ります。 

 次は、３５ページの上段になります。 

 １５款２項６目１節道路橋梁費補助金で、収入

済額１億４,４４５万８,０００円のうち、建設維

持課分は、備考欄の社会資本総合交付金の防災安

全交付金で９,０１５万３,０００円であります。

これは、橋梁長寿命化修繕計画の国庫補助金でご

ざいます。収入未済額５,３３９万５,０００円に

ついては、年度内完成が見込めず２８年度に繰り

越しした工事７か所及び委託４件の補助金であり

ます。 

 次に３７ページをお開きください。中段付近に

なります。 

 国庫委託金になります。 

 １５款３項３目１節河川費委託金で収入済額

１,２４４万１,３６１円については、国土交通省

所管の水門や排水機場への管理委託金でございま

す。 

 次は、４５ページになります。同じく中段付近

になります。 

 県補助金であります。 

 １６款２項６目２節河川費補助金で収入済額

６,８５２万円については、備考欄の急傾斜地崩壊
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対策事業補助金と特定離島ふるさとおこし推進事

業補助金で里地区の排水対策整備に係る補助金で

あります。収入未済額９９８万円については、年

度内完成が見込めず２８年度に繰り越しした急傾

斜地崩壊対策工事２地区の補助金であります。 

 次は、４９ページ中段になります。 

 県委託金になります。 

 １６款３項６目１節河川費委託金の収入済額

４１４万２,８１２円については、備考欄の県管理

の水門管理委託金と権限委譲事務委託金にかかわ

るものであります。 

 次は、同目５節港湾費委託金で収入済額

１５１万２,０００円については、県管理港湾の里

地区の里港へ流れ込む荒切川排水機場に係る管理

委託金であります。 

 次に６１ページ上段になります。 

 ２１款５項４目１節雑入で収入済額４億

９,８１０万１,９８１円のうち建設維持課分は、

７０ページをお開きください。備考欄の一番下を

ごらんください。 

 道路賠償責任保険分で道路の管理瑕疵３件に伴

う賠償案件分の保険金９万３,１６２円であります。 

 以上で建設維持課の説明を終わります。よろし

くお願いします。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 以上で建設維持課を終わります。御苦労さまで

した。 

 本来ならここまでの予定でしたが、このまま続

けたいと思いますけど、よろしいですか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）それでは続けます。 

────────────── 

△都市計画課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、都市計画課の審査

に入ります。 

────────────── 

△議案第１３４号 決算の認定について 

（平成２７年度薩摩川内市一般会計歳入歳 

出決算） 

○委員長（宮里兼実）まず、都市計画課関係の

決算の概要について、部長の説明を求めます。 

○建設部長（泊 正人）それでは、都市計画課

について御説明をいたします。 

 決算附属書、１３６ページになります。 

 都市計画課におきましては、市内都市計画区域

内の事業調整をもとに、川内市街部改修事業に伴

う、中郷五代線整備事業を中心に業務を展開して

まいりました。 

 １の都市計画行政の総合的な企画及び調整では、

平成２７年度川内地域及び東郷地域の都市計画区

域の見直を終え、都市計画マスタープランの策定

作業も完了したところでございます。 

 ２の川内川市街部改修事業に係る都市計画事業

では、大小路地区の引堤事業にあわせ中郷五代線

整備について進めてまいりました。難航しており

ました用地買収も完了し、支障物件の撤去も終わ

り、築堤工事や都市計画道路の進捗に拍車がかか

るものと考えております。 

 なお、完成後の河川空間利活用につきまして、

国・市・地元で「せんでがわ 夢見る会」という

会を立ち上げ、維持管理や利用形態など、いろん

な角度から研究を重ねているところでございます。 

 ３の川内駅周辺地区駐車場及び駐輪場の整備に

つきまして、指定管理者と連携しながら適切な管

理運営に努めておりますが、平成２７年度老朽化

しておりました西口立体駐車場の入出庫管理シス

テム－いわゆる自動券売機でありますが、の更

新を行ったところであります。 

 ４の屋外広告物に関することにつきましては、

県の条例に基づきまして、違反公告物の撤去に努

めております。職員自ら積極的に対応し、良好な

景観形成と風致の維持に努めていまいりました。 

 ５の景観に関することにつきましては、景観形

成のため、景観重要資産等を指定し、保全、保護

に努めておりますとともに景観学習会なども実施

しております。現在、平成２７年度末で１１箇所

の景観重要資産を登録をし、本年度、甑の西山地

区を指定をしたところでございます。 

 以上、この後につきましては、課長のほうから

詳細に説明があります。よろしくお願い申し上げ

ます。 

○委員長（宮里兼実）引き続き当局の補足説明

を求めます。 

○都市計画課長（山村昭一郎）議案第１３４号
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決算の認定について（平成２７年度薩摩川内市一

般会計歳入歳出決算）のうち都市計画課分につい

て御説明申し上げます。 

 初めに、歳出について御説明いたしますので、

決算書の１５９ページをお開きください。下の段

になります。 

 ８款５項１目都市計画総務費のうち都市計画課

分の支出済額は１億６,７２４万６,５３０円で、

このうち、前年度からの繰越事業分の支出済額は

５,６５０万円となっております。 

 備考欄の都市計画課分の事項のうち、主な支出

内容について御説明を申し上げます。 

 事項都市計画総務費では、職員給与費１１名分

の職員給与費及び都市計画マスタープラン策定支

援業務ほか４件の委託料、電源立地地域対策交付

金事業薩摩川内市公共サイン設置工事（２７─

３）ほか９件の工事請負費、なお、工事請負費に

つきましては、公共サイン設置工事が主なものと

なっております。また、この中で前年度からの繰

越事業は、一般国道３号の御陵下地区景観整備工

事（２６─１）ほか２件を執行したものでござい

ます。 

 次に事項川内駅周辺地区駐車場管理費では、薩

摩川内市営駐車場指定管理料のほか、備品購入費

としまして、老朽化した入出庫管理システムの更

新整備及び第２駐車場区画線並びに利用料金表示

板の修繕を行い、利用者の利便性向上に努めてい

るところでございます。 

 事項屋外広告物管理費では、建築士業務嘱託員

１人分の報酬が、主なものとなっております。 

 事項景観推進費では、景観案内標識板の設置工

事が主なものとなっております。 

 下の段になります。 

 ２目街路費のうち都市計画課分は、２億

６,６２３万１６５円で、このうち前年度からの支

出済額は１億６,２８５万５,９６０円となってお

ります。 

 備考欄一番下と１６３ページの上からになりま

すけれども、事項中郷五代線整備事業費の主な支

出内容は、都市計画道路中郷五代線門型カルバー

ト詳細設計業務委託ほか７件の委託料、事業用地

購入費、道路築造工事の市拡張部分負担金が主な

ものとなっております。 

 なお、平成２６年度からの明許繰越につきまし

ては、委託料８件のうち都市計画道路中郷五代線

門型カルバート詳細設計業務委託など３件のほか、

用地購入費、負担金等において執行したものとな

っております。 

 なお、平成２７年度執行残のうち、土地購入費、

負担金等について、合計３,０６２万５,０００円

を平成２８年度へ繰り越しているところでござい

ます。 

 続きまして、歳入について御説明いたしますの

で、前に戻っていただきまして、決算書の

２３ページをお開きください。 

 上から９番目、１４款１項６目土木使用料、

３節都市計画使用料の都市計画課分は３,０３０万

５,１５１円となっております。 

 備考欄の主なものは、川内駅西口駐車場等に係

る市営駐車場使用料となっております。収入未済

はございません。 

 次に、２９ページをお開きください。中央付近

になります。 

 １４款２項６目土木手数料、１節土木手数料の

都市計画課分は２６７万９,３９０円となっており

ます。 

 備考欄の主なものは、屋外広告物許可手数料と

なっております。 

 次に、３５ページをお開きください。 

 これも中央付近にございますけれども、１５款

２項６目土木費補助金、２節都市計画事業費補助

金の都市計画課分は、中郷五代線整備の用地取得

及び九州地方整備局への道路築造工事負担金に係

る社会資本整備総合交付金の１億７,０９６万

２,０００円で、活力創出基盤整備分の補助率は

５５％となっております。 

 次に、４９ページをお開きください。 

 中央より少し下付近、１６款３項６目土木費委

託金、３節都市計画費委託金は、鹿児島県屋外広

告物条例等に関する事務ほか４件に係る、権限移

譲事務委託金１７１万７,０００円でございます。 

 次に、７１ページをお開きください。 

 一番上でございますけれども、２１款５項４目

１節雑入の都市計画課分は１６万１,５１６円でご

ざいます。 

 備考欄の上から１番目の、都市計画図等の販売

に係る地図販売収入のほか、川内駅西口駐車場に

設置している、太陽光発電設備による余剰電力料
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を収納したものでございます。 

 以上で、議案第１３４号決算の認定について

（平成２７年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算）、これの都市計画課分の説明を終わります。

よろしく御審査賜りますようお願いいたします。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑がないと認めます。 

 ここで議案第１３４号の審査を一時中止します。 

 以上で、都市計画課を終わります。御苦労さま

でした。 

────────────── 

△区画整理課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、区画整理課の審査

に入ります。 

────────────── 

△議案第１４１号 決算の認定について 

（平成２７年度薩摩川内市天辰第一地区土 

地区画整理事業特別会計歳入歳出決算） 

○委員長（宮里兼実）まず、区画整理課関係の

決算の概要について、部長の説明を求めます。 

○建設部長（泊 正人）それでは、区画整理課

について御説明をさせていただきます。 

 附属書は１３７ページ、１３８ページにありま

す。 

 天辰第一地区土地区画整理事業につきましては、

順調に進んでおりまして、最終盤に入ってきてお

ります。地区界の第二地区の事業化に向けた手続

きに入ろうとしているところでございます。 

 地区内を流れております三堂川、立山川に架か

ります橋梁の整備や区画道路及び街区の造成等を

家屋移転の進捗に合わせながら実施してまいりま

した。 

 また、寺前古墳公園も完成をし、地区内の新た

な名所となることが期待されているところでござ

います。 

 川内駅周辺地区土地区画整理事業につきまして

は、清算まで完了いたしまして、清算事務特別会

計を廃止したところでございます。 

 この後、課長のほうから詳細な説明がございま

す。よろしくお願い申し上げます。 

────────────── 

△議案第１４１号 決算の認定について

（平成２７年度薩摩川内市天辰第一地区

土地区画整理事業特別会計歳入歳出決

算） 

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第

１４１号 決算の認定について（平成２７年度薩

摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別会計

歳入歳出決算）を議題とします。当局に補足説明

を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）区画整理課です。

よろしくお願いいたします。 

 議案第１４１号平成２７年度薩摩川内市天辰第

一地区土地区画整理事業特別会計決算について御

説明申し上げます。 

 はじめに、歳出について御説明いたします。 

 決算書の２８２ページをお開きください。 

 １款１項１目土地区画整理事業費の支出済額は

３億７,７７３万５,９９５円です。 

 平成２８年度への繰越明許費１億２,５０８万

６,０００円は、関係機関との協議に不測の期間を

要したことから、新立山橋上部工及び道路築造工

事等が年度内完成が見込めないため、翌年度へ繰

り越したものであります。 

 右側のページの備考欄をごらんください。 

 内容といたしましては、土地区画整理評価員会

及び土地区画整理審議会委員の報酬、建築士業務

嘱託員の報酬、職員５人分の給与費、委託料

１６件、工事請負費７３件、建物等移転補償

３７件が主なものでございます。 

 次に、２款１項１目公債費元金の支出済額は

３億１,０６５万３,９９３円でございます。これ

までに借り入れた長期債の償還元金でございます。 

 次に、２款１項２目利子支出済額は３,０６７万

１,１８１円でございます。これまでに借り入れま

した長期債の償還利子でございます。 

 次に、歳入について御説明いたします。

２７８ページをお開きください。 

 １款１項１目１節保留地処分収入は収入済額

４,８０９万１,７３４円であります。 

 ３款１項１目１節土地区画整理事業費補助金は、

収入済額９,６３９万４,０００円で、社会資本整

備総合交付金として収入しております。うち活力

創出基盤整備の繰越明許費は、３,４１１万

７ ,０００円、市街地整備の繰越明許費が
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１,７７４万１,０００円であります。補助率は、

活力創出基盤整備交付金事業が１０分の５.５、市

街地整備事業交付金が１０分の４であります。 

 収入未済額２,３２４万円は、社会資本整備総合

交付金の交付決定額のうち、年度内完成が見込め

ないため、平成２８年度へ繰越明許した事業にか

かわるものでございます。 

 ４款１項１目１節土地区画整理費補助金は収入

済額３８７万２,０００円で、県補助金として、鹿

児島県から収入しております。うち２１９万

３,０００円は繰越明許費であります。補助率は

１ ０ ％ で あ り ま す 。 収 入 未 済 額 １ ４ ９ 万

４,０００円は、土地区画整理事業費県補助金の交

付決定額のうち、年度内完成が見込めないため、

平成２８年度へ繰越明許した事業にかかわるもの

でございます。 

 ５款１項１目１節一般会計繰入金は、収入済額

４億８,６４７万１,０００円でございます。 

 ６款１項１目１節前年度繰越金は、収入済額

８,８２８万４,５４６円で、純繰越金及び前年度

からの繰越事業費等に係る財源充当繰越金でござ

います。 

 ７款２項２目１節雑入は、収入済額９,８７６円

で、嘱託員の雇用保険料個人掛金を収入したもの

でございます。 

 ８款１項１目１節土地区画整理事業債は、収入

済額４,３１０万円で、国庫補助事業にかかわる合

併特例事業債分４,３１０万円で、うち繰越明許費

分は２,４４０万円でございます。 

 次に２８０ページをお開きください。 

 ９款１項１目１節土木使用料は、収入済額２万

９,６１０円で、区域内の、電柱、電話柱の設置に

伴う行政財産使用料として収入しております。 

 次に、実質収支について御説明申し上げます。

決算書の２８４ページをお開きください。 

 収入総額７億６,６２５万３,０００円に対し、

支出済額７億１,８６６万１,０００円で、歳入歳

出差し引き額は４,７５９万２,０００円でありま

す。 

 繰越明許費繰越額にかかわる翌年度へ繰り越す

べき財源は４,５５５万２,０００円で、これを差

し引いた実質収支額は２,００３万９,０００円と

なっております。 

 以上で、説明を終わります。よろしくお願いい

たします。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（谷津由尚）事業費というか、平成

２７年度の事業費合計が５億６３２万９,０００円

に対して、繰越明許が１億２,５００万円あると。

平成２７年度の事業費の内容を見ると、その前年

度平成２６年度からの繰越明許が１億６,２００万

円を占めとるわけです。どうしてもこの前年度か

らの繰越明許の額がだんだん大きくなっていやせ

んかと、比率で２０％ぐらいあります。ちょっと

原因をさっき言われたんですが、もう少し詳しく

説明してほしいのと、これが正しい姿なのかとい

うのをちょっと説明をお願いします。 

○区画整理課長（川畑 稔）今回の繰越明許費

につきましては、国の内示額の決定によらないと

発注ができないということから、上部工がほとん

どメインを占めているものでございまして、発注

時期がおくれるということから、年度内完成がで

きないということで、繰り越しをせざるを得なか

ったということでございます。 

○委員（谷津由尚）それは、平成２６年度につ

いても同じようなことですか。 

○区画整理課長（川畑 稔）平成２６年度の場

合は、建物移転がもう１棟あったんですけども、

それに伴うものと、国の内示額の決定がおくれた

ということから、発注時期が、工期が足りないと

いうことから、繰り越さざるを得ないというよう

な状況で、繰り越しせざるを得なかったものでご

ざいます。 

○委員（谷津由尚）国の内示が遅いということ

は、それだけ業者選定から、その実際の着工に至

るまでのタイミングがおくれて、そうおくれるの

はわかるんですけど、これから先のこの天辰の事

業、第二工区に移っていくわけですけど、言って

みたら、結局は、その国の補助というか、国庫事

業にほとんどウエートがあるわけで、ということ

は、この現象というのはずっと続いていくわけで

すか。 

○区画整理課長（川畑 稔）基本的に補助事業

の分につきましては、国の内示額で不足する分に

ついて、発注できる分については可能だと思うん

ですけれども、足りない場合には追加補正をする
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ということで、補正予算を計上して発注せざるを

得ないということで、全てがそういうこととは言

えないんですが、繰り越しせざるを得ない年度も

あるというふうに思います。 

○建設部長（泊 正人）いろんな公共工事があ

るわけですけれども、特に、区画整理につきまし

ては、課長のほうから２番目に回答しましたその

建物移転が終了しないと、建物がのいていただか

ないと、そこを工事ができないということで、区

画整理特有の慢性化したそういう繰り越しという

のがあります。 

 ただ、先ほどの橋梁につきましては、その年度

たまたまだったというふうに理解をしております

ので、今後できるだけそういうのは解消していか

ざるを得ないと、行く方向で考えている。道路改

良単品でありますと、前年度、前年度で用地を買

いながら、国の補助が来たときに発注をしながら

工事をいくという手法をとれるように、今、大分

改善はされてきておりますけども、区画整理につ

きましても、相手はあることですけれども、でき

るだけ繰り越しを減らしていくようにしていきた

いというふうに考えております。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。 

○委員（谷津由尚）詳細を言うと、その年によ

って、国庫支出金、県支出金と本市が出すお金と

比率は変わるんだと思うんですけど、私が心配し

てるのは、どうしても国は、今から先、将来的に

は、地方に出すお金は減額する方向で動かざるを

得ないという傾向がある中で、しかし、そのイン

フラ関係はきちんと整備をせないかんという方針

も一方では出していながら、そういう矛盾な傾向

があるわけですけど、わかるんです。分かるんで

すけど、でも、それでその予定してた工事に対し

て、国の決定が遅かったから来年に持ち越しです

っていうと、極端に言うたら、もう１年全部ずれ

ちゃいますよね。ことし予定してたのが、もう来

年、国のその助成額でやる予定のところは、全部

来年にずれると。それはことしの繰り越しだから、

来年事業するんですよと言っても、じゃあ、来年

予定してたのは再来年にずれるということになる

わけで、どうもその辺は何かどっかで線を引かな

いと、何かその際限がないということではないん

でしょうけども、ずるずる行かんかなと。これは

市の責任というよりは、むしろ国とか県に対する

我々のアプローチの仕方によって、若干は是正は

できるんじゃないかなというのもあって言わさし

てもらってます。ちょっとその辺を、ちょっとこ

れから先も第二工区に入っていっていろいろある

と思うんですが、よく見てていただきたいなと思

います。 

○区画整理課長（川畑 稔）はい。 

○委員長（宮里兼実）大丈夫ですか。 

○委員（谷津由尚）はい。 

○委員長（宮里兼実）ほかに。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 採決いたします。本決算を認定すべきものと認

めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は認定すべきものと決定しました。 

────────────── 

△議案第１４３号 決算の認定について 

（平成２７年度薩摩川内市川内駅周辺地区 

土地区画整理事業清算事務特別会計歳入歳 

出決算） 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１４３号決

算の認定について（平成２７年度薩摩川内市川内

駅周辺地区土地区画整理事業清算事務特別会計歳

入歳出決算）を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）議案第１４３号平

成２７年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画整

理事業清算事務特別会計歳入歳出決算について御

説明いたします。 

 初めに、歳出について御説明いたします。 

 決算書の３００ページをお開きください。 

 １ 款 １ 項 １ 目 清 算 費 の 支 出 済 額 は １ 万

８,５８１円で、備考欄のとおり、清算事務に係る

経費であります。 

 続きまして、歳入について御説明いたしますの

で、前に戻っていただき、２９８ページをお開き

ください。 

 ５款１項１目１節前年度繰越金は収入済額１万
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８,５８１円で、純繰越金であります。 

 続きまして、実質収支について御説明申し上げ

ます。 

 ３０２ページをお開きください。 

 歳入総額１万９,０００円に対し、支出総額１万

９,０００円で、歳入歳出差引額はゼロ円でありま

す。繰越明許費繰越額に係る翌年度への繰り越し

すべき財源はありませんので、実質収支額は歳

入・歳出と同額のゼロ円でございます。 

 これをもちまして、川内駅周辺地区土地区画整

理事業は、全ての業務が完了となります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 採決いたします。本決算を認定すべきものと認

めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定しました。 

────────────── 

△議案第１３４号 決算の認定について 

（平成２７年度薩摩川内市一般会計歳入歳 

出決算） 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止し

てありました議案第１３４号を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）議案第１３４号平

成２７年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決算のう

ち、区画整理課分について御説明申し上げます。 

 まず、歳出について御説明申し上げますので、

決算書の１６３ページをお開きください。 

 ８款５項３目土地区画整理費のうち、区画整理

課分の支出済額は５億６,３３２万６,１５０円で

あります。 

 備考欄の区画整理課分の主な支出内容について

御説明申し上げます。 

 事業計画変更及び実施計画作成業務委託ほか

９件、まちづくり区画整理協会会費ほか２件の負

担金のほか、天辰第一地区土地区画整理事業特別

会計への繰出金が主なものでございます。 

 続きまして、歳入について御説明申し上げます

ので、決算書の２９ページをお開きください。 

 １４款２項６目１節土木手数料の区画整理課分

の収入済額は４,３２０円であります。主なものは、

区画整理に係る諸証明手数料でございます。 

 次に、４９ページをお開きください。 

 １６款３項６目４節土地区画整理委託金は、収

入済額２万円で、土地区画整理事業区域内の建築

許可に係る権限移譲事務委託金であります。 

 次に、５７ページをお開きください。 

 １９款２項１９目１節川内駅周辺地区土地区画

整理事業清算事務特別会計繰入金１万８,５８１円

は、平成２７年度で川内駅周辺地区土地区画整理

事業清算事務特別会計を廃止したことから、繰越

金を一般会計に繰り入れるものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第１３４号の審査を一時中止しま

す。 

 以上で、区画整理課を終わります。御苦労さま

でした。 

────────────── 

△入来区画整理推進室の審査 

○委員長（宮里兼実）次に、入来区画整理推進

室の審査に入ります。 

 まず、入来区画整理推進室関係の決算の概要に

ついて、部長の説明を求めます。 

○建設部長（泊 正人）それでは、入来温泉場

地区土地区画整理事業に推進室の審査について御

説明をさせていただきます。 

 附属書は１３９ページになります。 

 合併当初から地区全体の見直しなどいろいろ行

われてまいりましたけれども、事業全体といたし

ましては、地元の御理解、御協力もあり、順調に

進んでいるところでございます。昨年度、新公衆
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浴場の湯之山館も完成をし、地域活性の起爆剤と

して大きく期待をされているところであり、現在、

周辺道路の整備を中心に事業展開しているところ

でございます。 

 事業地区内の家屋移転の進捗も８割を超えてお

り、地区外との段差やスムーズな幹線道路などの

乗り入れのため、地区界付近の整備手法等の検討

をしているところでございます。 

 詳細につきましては、室長のほうから説明がご

ざいます。よろしくお願い申し上げます。 

────────────── 

△議案第１４２号 決算の認定について 

（平成２７年度薩摩川内市入来地区土地区 

画整理事業特別会計歳入歳出決算） 

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第

１４２号決算の認定について（平成２７年度薩摩

川内市入来地区土地区画整理事業特別会計歳入歳

出決算）を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○入来区画整理推進室長（引地明吉）入来区画

整理推進室です。よろしくお願いを申し上げます。 

 それでは、議案第１４２号平成２７年度薩摩川

内市入来温泉場地区土地区画整理事業特別会計歳

入歳出決算について御説明申し上げます。 

 まず、歳出のほうから説明いたしますので、決

算書の２９１ページをお開きください。 

 １款１項１目土地区画整理事業費におきまして

は、支出済額３億４,６１４万２,９２２円であり

ます。 

 右のページの備考欄をごらんください。内容に

つきまして主なものは、建築士業務嘱託員報酬、

職員給与費３名分、建物調査業務委託等ほか

１３件、本町通り線ほか道路築造工事及び造成工

事等１８件の工事請負費、建物等移転補償１７件

であります。 

 次に、２款１項公債費は、長期債償還元金及び

利子であり、支出済額は１億 ３ ,２１８万

６,０５０円であります。 

 次に、歳入について説明いたしますので、前に

戻りまして２８９ページをお開きください。 

 １款１項１目事業収入７４万７,３３６円は、保

留地処分収入であります。 

 次の３款１項１目国庫補助金９,３９５万円は、

社会資本整備総合交付金として収入しており、補

助率は１０分の５.５であります。 

 次の４款１項１目一般会計繰入金３,１９８万

２,０００円は、一般会計から繰り入れたものであ

ります。 

 次 の ５ 款 １ 項 １ 目 繰 越 金 ３ , ５ ８ １ 万

６,１２７円は、前年度からの繰越事業に係る繰越

金等であります。 

 次の６款２項２目雑入１万４,３７６円は、嘱託

員の雇用保険料個人掛金を収入しております。 

 次 の ７ 款 １ 項 １ 目 土 地 区 画 整 理 事 業 債

７,３００万円は、国庫補助事業に係る合併特例事

業債を収入しております。 

 次の８款の使用料及び手数料３万２,０６８円は、

土地区画整理事業区域内において、行政財産目的

外使用により使用させた電柱等の使用料と１件の

諸証明手数料でございます。なお、国庫補助金で

１,５１６万９,０００円の収入未済額があります

が、これは翌年度への繰越明許に係るものであり

ます。 

 次に、実質収支に関する調書について説明いた

しますので、２９３ページをお開きください。 

 歳入総額５億２,２６４万２,０００円に対しま

して、歳出総額４億７,８３２万９,０００円で、

歳入歳出差引額は４,４３１万３,０００円となっ

ております。翌年度へ繰り越すべき財源が

４,３５０万６,０００円ですので、実質収支額は

８０万６,０００円であります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 採決いたします。本決算を認定すべきものと認

めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定しました。 

────────────── 
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△議案第１３４号 決算の認定について 

（平成２７年度薩摩川内市一般会計歳入歳 

出決算） 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止し

てありました議案第１３４号を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○入来区画整理推進室長（引地明吉）それでは、

議案第１３４号平成２７年度薩摩川内市一般会計

歳入歳出決算のうち、入来区画整理推進室分につ

いて御説明申し上げます。 

 決算書の１６３ページをお開きください。 

 ８款５項３目土地区画整理費のうち、入来区画

整理推進室分は、支出済額３億１,９０８万

２,０００円であります。 

 備考欄をごらんください。入来温泉場地区土地

区画整理事業特別会計への繰出金であります。 

 以上で、説明を終わります。よろしくお願い申

し上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 以上で、入来区画整理推進室を終わります。御

苦労さまでした。 

────────────── 

△建築住宅課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、建築住宅課の審査

に入ります。 

 まず、建築住宅課関係決算の概要について、部

長の説明を求めます。 

○建設部長（泊 正人）それでは、建設部最後

の建築住宅課の審査をよろしくお願い申し上げま

す。 

 決算附属書は１４０ページから１４２ページに

なります。 

 建築住宅課におきましては、建築指導、住宅管

理、既存住宅改修環境整備事業などの事務に加え

まして、他の課・室からの執行委託が非常に多く、

人員も少ないながら課一丸で頑張ってもらってい

るところでございます。 

 １の建築指導に関する事業につきましては、非

常に多い申請件数があるわけですけれども、建築

許可申請や耐震診断等について滞ることなく事務

を進めてまいりました。 

 危険廃屋解体撤去促進事業におきましては、昨

年度、台風１５号の影響によりまして、前年度の

倍に当たります６４件を実施いたしました。また、

さきの本会議でも、平成２８年度分につきまして

も補正をいただいたところでございます。 

 ２の市営住宅の住環境改善のための管理という

ことで、指定管理者へ管理委託をし、健全な運営

管理に努めているところでございます。老朽化い

たしました市営住宅につきましては、政策空き家

として苦渋の策を講じているところもございます。 

 借上型地域振興住宅では、寄田地区の２棟を建

設し、本年度、入居いただきました。 

 これまで検討を続けてまいりました川北地区借

上型市営住宅整備事業につきましては、３事業者

からの応募があり、選定委員会も開催、事業者を

決定し、中央公民館近くに５階建て４０戸の住宅

が間もなく着手できる状況にございます。 

 ３の既設公営住宅の改善事業につきましては、

公営住宅等長寿命化計画に沿って、各住宅の供用

部分の修繕及び改善を年次的に実施しております。 

 ４の崖地近接等危険住宅の移転促進事業につき

ましては、対象家屋につきまして周知を行い、補

助金交付の制度を生かし、対象者の建物取得や解

体除去について２件を実施いたしました。 

 台風１５号による災害復旧事業ということで、

市営住宅にも大きな被害をもたらし、５０件近い

修繕工事を行ったところでございます。 

 また、既存住宅改修環境整備事業につきまして

は、平成２７年度は、国の地方創生交付金事業に

より、３月の補正で予算をいただき活用し、前年

度以上の応募があったところです。原則補助対象

は１回となっておりますが、２回目を受けられな

いかなど多くの市民からの要望が多く、人気も高

いところで、今後も当面この事業については継続

しなければならないというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 この後、課長のほうから詳細について説明がご

ざいます。よろしくお願い申し上げます。 

○委員長（宮里兼実）引き続き当局の補足説明

を求めます。 

────────────── 

△議案第１３４号 決算の認定について 

（平成２７年度薩摩川内市一般会計歳入歳 
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出決算） 

○建築住宅課長（福島和朗）建築住宅課です。

よろしくお願いいたします。 

 議案第１３４号平成２７年度薩摩川内市一般会

計歳入歳出決算について、建築住宅課分について

御説明させていただきます。 

 まず、歳出について説明いたします。 

 歳入歳出決算書の８９ページをお開きください。 

 ２款１項６目企画費中、備考欄の中ほどの地域

活性化地域住民生活等緊急支援交付金（消費喚

起）事業費の建築住宅課分は、既存住宅改修環境

整備事業補助金です。これは、市内の施工業者を

活用して、居住している住宅の改修工事を行う者

に対して補助金を交付する事業で、３４５件の補

助金を交付しました。全て平成２６年度からの繰

越明許費になります。 

 １５３ページをお願いいたします。 

 ８款１項２目建築指導費は、建築確認申請の審

査事務や完了検査事務に係る経費、木造住宅耐震

診断や危険廃屋等解体撤去促進事業の補助金の交

付に関する経費で、支出済額が１,９７５万

５,１８８円です。 

 備考欄で主な事業を説明いたします。 

 日本建築行政会議ほか６件の負担金。木造住宅

耐震診断補助金は、昭和５６年５月３１日以前に

着工された木造住宅の耐震診断を行った者に対し

て補助するものでございますけれども、１件補助

しております。また、市内の施工業者を活用し危

険廃屋等を解体撤去する者に対して補助金を交付

する危険廃屋等解体撤去促進事業補助金は、本土

地区が５８件、甑島地区が６件で、合計６４件を

交付しております。 

 平成２８年度への繰越明許費の６６６万

６,０００円は、耐震改修促進事業補助金で、耐震

診断が義務づけられた民間建築物の耐震化に係る

補強計画設計を策定するのに必要な費用の一部を

補助するものですけれども、当該物件の補強工法

の方針検討に期間を要したことにより繰り越した

ものでございます。 

 また、予算を全く執行しなかったものは、８節

報償費で、これは危険廃屋等選定委員会の出会謝

金ですけれども、選定委員会にかける物件があり

ませんでしたので、執行しておりません。 

 また、２３節償還金利子及び割引料は、建築確

認申請手数料等の過誤納金払戻金ですけれども、

これも発生しておりませんので、執行をしており

ません。 

 続きまして、１６５ページをお願いいたします。 

 ８款６項１目住宅管理費は、市営住宅の居住環

境の改善のため、維持管理に要する費用ですけれ

ども、支出済額が５億５８４万７,２３４円です。 

 また、平成２８年度への繰越明許費の２６０万

円は、勝目一般住宅駐輪場新築工事の工事請負費

ですけれども、駐車場整備との関係で駐輪場が年

内に施工できなかったため繰り越したものでござ

います。 

 備考欄で主な内容を説明させていただきます。 

 ９６名分の市営住宅の管理人報酬、１９名分の

職員給与費、１６１件の市営住宅の修繕料、

２０２件の市営住宅の畳の表がえや、ふすまの張

りかえ等の修繕料、川内地域の市営住宅の指定管

理料ほか２６件の委託料。 

 １６７ページをお願いします。 

 桜井住宅１号棟駐輪場一部改修工事ほか８５件

の工事請負費、雇用促進住宅川内宿舎及び入来宿

舎の購入費。それと、公営住宅ストック総合改善

事業費は、公営住宅の長寿命化を図るため、国の

交付金を受けて、公営住宅の大規模な改修を進め

る事業です。その内訳は、宮里城住宅２号棟共用

部分改善工事ほか４件の工事請負費、平成２２年

度策定しました薩摩川内市公営住宅等長寿命化計

画の見直し業務委託ほか２件の委託料が主なもの

でございます。 

 次に、８款６項３目危険住宅移転促進費は、崖

地に近接する危険住宅の移転に補助金を交付する

事業で、支出済額１,１３３万８,４００円です。 

 内訳は、移転世帯が２件ございまして、建物の

除却費２件、建物建設費２件、土地の取得費１件、

敷地造成費が１件でございました。 

 ２０３ページをお願いします。 

 １１款４項１目現年公用・公共施設災害復旧費

の建築住宅課分は、備考欄中、下のところですけ

ど、城上今寺一般住宅テラス修繕ほか３４件の修

繕料、上ノ原住宅倒木撤去業務委託ほか２件の委

託料、平佐東一般住宅防球ネット補修工事ほか

１３件の工事請負費でございます。 

 続きまして、歳入について御説明いたします。 

 ２１ページに戻っていただきまして、１４款
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１項６目土木使用料、２節住宅使用料は、収入済

額が４億６,６５０万６２円、収入未済額が

８,２６０万１,４１３円です。その内訳は、住宅

使用料の現年分と滞納分、それと、本庁管内１住

宅、樋脇所管内３住宅、入来所管内２住宅の計

６住宅の市営住宅駐車場使用料、それと、行政財

産使用料は、市営住宅敷地内の電柱・電話柱の使

用料が主なものでございます。 

 ２９ページをお開きください。 

 １４款２項６目土木手数料、１節土木手数料中、

建築住宅課分は、備考欄の諸証明手数料と、建築

確認申請の審査や完了検査の建築確認手数料です。 

 同じく２節督促手数料は、収入済額が２５万

８,６００円、収入未済額５万１００円です。内訳

は、住宅使用料と住宅資金貸付金の督促手数料に

なります。 

 ３５ページをお開きください。 

 １５款２項６目土木費補助金、４節住宅費補助

金は、収入済額が４,５３４万２,０００円、収入

未済額は２５０万円です。 

 備考欄で主なものを説明いたします。 

 市営住宅の家賃と、近傍同種家賃、民間の家賃

ですけれども、の差額を補助する公的賃貸住宅家

賃対策調整補助金、補助率はその差額に対しての

５０％になります。 

 また、崖地に近接する危険住宅の解体費用や建

築費用の敷地購入費用等の移転に要する費用に対

して補助する危険住宅移転促進事業補助金、それ

と、既存の市営住宅の大規模改修工事に充当する

ストック総合改善事業補助金、補助率は、補助対

象工事費に対して５０％になります。 

 また、収入未済額の２５０万円は、耐震診断が

義務づけられた民間建築物の耐震化に係る補強計

画設計を策定するのに必要な費用の一部を補助す

るものでございますが、当該物件の補強工法の方

針検討に期間を要したため繰り越したものでござ

います。 

 ４５ページをお開きください。 

 １６款２項６目土木費補助金、１節住宅費補助

金は、収入済額が３１８万７,０００円で、収入未

済額が１６６万６,０００円です。 

 内訳は、住宅新築資金貸付金の回収事務に対す

る住宅新築資金等貸付助成事業補助金、これは、

補助率は回収事務費に対して４分の３になります。

また、国庫支出金と同様の危険住宅移転促進事業

費です。収入未済額の１６６万６,０００円は、国

庫支出金と同様、補強工法の方針検討に期間を要

したことにより繰り越したものでございます。 

 ４９ページをお開きください。 

 １６款３項６目土木費委託金、２節住宅費委託

金は、収入済額は２２万７,４８０円で、収入未済

はありません。主なものは、県からの権限委譲に

よる事務委託金でございます。 

 ５９ページをお開きください。 

 ２１款３項１目貸付金元利収入、６節住宅資金

貸 付 金 元 利 収 入 は 、 収 入 済 額 が ８ １ ２ 万

９,２１２円、収入未済額は１億３,１４４万

４,４０１円です。 

 内訳は、現年分と滞納分の住宅資金貸付金元利

収入です。 

 ７１ページをお開きください。 

 ２１款５項４目雑入、１節雑入のうち、建築住

宅課分の主なものは、市営住宅退去時に、畳・ふ

すまの修繕料として退去者から徴収する市営住宅

退去時畳等補修費実費徴収金の現年分と滞納分で

ございます。また、市営住宅が同じ敷地に立地す

る合併団地におきまして、共用する施設の維持管

理を市で行って、県から負担金をいただきますけ

れども、市営住宅維持管理県負担金が主なもので

ございます。 

 続きまして、財産に関する調書３６７ページを

お開きください。 

 公営住宅の欄です。よろしいでしょうか。土地

の増６０５.５５平米は、入来町中須住宅の地積調

査の成果による増分でございます。 

 土地の減の１３,４８８.１８平米は、本庁管内

の南金剛住宅、住連木南住宅、宮内麓住宅、それ

と、入来町の中須住宅、立石住宅など、普通財産

へ所管替による減でございます。 

 また、木造の建物１６６.０平米の減は、教育委

員会へ所管替しました下手住宅、建物を解体しま

した大村一般住宅の減でございます。 

 非木造建物１,４６４.６０平米の減は、入来町

池頭住宅、立石住宅など、用途廃止して解体によ

る減と、入来町中須住宅の普通財産への所管替に

よる減でございます。 

 続きまして、債権について説明いたします。 

 ３７３ページをお開きください。 
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 建築住宅課分は、４段目の住宅新築資金等貸付

金で、２７年度中の増減は６９６万９,３１２円の

減となりました。その結果、年度末の現在高は

１億２,５１０万８,８０７円となります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（大田黒 博）ちょっと分けて質問しま

すが、この住宅等で収入未済額、こんな多いとい

うことで、毎年上がってきてるんですけれども、

貸し付けを含めて、その住宅の使用料、我々にわ

かるように、幾ら未収額があるのか、ちょっと総

額を教えていただけませんか。 

○建築住宅課長（福島和朗）済いません。江口

代理のほうに答弁さしてください。 

○課長代理（江口盛幸）では、私のほうから御

説明申し上げます。 

 まず、市営住宅の使用料の未納額でございます

が、平成２７年度で８,２６０万１,４１３円の未

納がございます。これにつきましては、現年度分

が５６３万６,２１２円、それと、過年度分が

７,６９６万５,２０１円ということになっており

まして、前年度、平成２６年度からしますと、

６２万５,３２２円の減という状況でございます。 

 次に、住宅資金等の滞納の状況でございます。 

 まず、総体で１億３,１４４万４,４０１円滞納

がございまして、内訳は、現年度分が５１０万

２,２５２円、過年度分が１億２ ,６３４万

２,１４９円でございます。 

 以上で説明を終わらしていただきます。 

○委員（大田黒 博）この方々のその回収方法

を、一旦、収納課が主になりながらなんでしょう

けども、収納課が一生懸命やっているわけですよ

ね。その中で、一つだけちょっと、長年こういう

未済額が発生する中で、保証人の方々は、保証人

になるときには所得証明をとり、印鑑証明、それ

ぞれその重要書類を提出されますよね。そして、

保証人の方々が責任があると思いながら、その保

証人の立つ位置、立場といいますか、そういう

方々のこれだけ未収ある、ここをずっと開ければ

それぞれの説明があるんでしょうけど、大まかな

保証人の方々がどういう、何ちゅうか、責任があ

られていくんだけど、じゃあ、保証人の方々それ

だけ責任があれば、この未収額が出てこないんじ

ゃないかなと思ってるんです。その中で、課長が

担当されて、以前からずっと、建築住宅来られて、

何がこの原因なのか。その保証人がこれだけおら

れて、それだけのものを提出して、その保証人の

方が連帯ですよね。連帯保証人の中でのその責務

といったものが、どんな形で市が捉えて、この保

証人の方々を、何ていいますか、交渉されている

のか、少し教えていただけませんか。 

○建築住宅課長（福島和朗）まず、住宅使用料

につきましては、滞納が１カ月、あるいは、３カ

月、１カ月になると督促状を出し、それで、３カ

月滞納があると、催告状という形で、本人と連帯

保証人のほうにも一緒に出さしてもらっています。

委員御指摘のとおり、連帯保証になりますので、

入居者が何かあった場合、当然連帯保証人の方に

請求をするという形になります。催告状を出す、

督促、催告でほとんどの方が入れていただけるん

ですけれども、一部の方が入ってこないというこ

とはございます。これまで、今申し上げました多

額の滞納がずっと来てるんですけれども、現年分

につきまして、あるいは、過年度につきまして催

告をとやっておるんですけれども、夜間徴収をし

たり、臨戸訪問をしてやっておるんですけれども、

まだこれだけの数字が残ってるということでござ

います。 

 住宅資金貸付金のほうにつきましては、借りた

分１億３,０００円ぐらいということで、相当な大

きな金額になっております。そういう滞納者自体

は、数は少しずつ減ってはおるんですけれども、

なかなか実際もう死亡をされたり、破産をされた

り、行方不明になったり、その相続の方も払って

いただければいいんですけれども、なかなか難し

いというような現状がございまして、このような

数字にはなっております。先ほど説明ありました

とおり、少しずつなんですけれども、減ってはお

るんですけれども、まだ高額な滞納が生じている

という状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員（大田黒 博）これだけ２億のものがあ

って、この保証人の方々の信用があって、わかっ

たという保証されるわけですよね、その人に対し

て。それで、保証人の方がその住居されてる方、
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貸し付けを受けた方がそれを払わなけりゃ、保証

人のほうにいくわけでしょう。保証人の方が払う、

それは連帯ですから、払う責務があるわけでしょ

う。その辺の、こんなんしてたまってくるのは、

それがちょっと少しわからないんですよ。当然保

証人の方がわかったということで、１カ月、２カ

月だったら払ってもらって、その人と話し合いを

すれば、こんなにたまらないんじゃないかなと思

ってるんですけども。 

○建築住宅課長（福島和朗）済いません。ちょ

っとその辺の現状につきまして、代理のほうから、

済いません。 

○課長代理（江口盛幸）よろしいでしょうか。

ただいまの御質疑ですけれども、ちょっと御説明

をつけ加えさしていただきますと、３カ月滞納に

なりますと、催告書を本人、それと、連帯保証人、

２名のほうに督促のこういうことで３カ月以上た

まっておりますということで通知をいたします。

それで、そこで大体８割、９割の方は、連帯保証

人が本人さんに言われたり、また、本人さんが払

われなかったりすると、連帯保証人さんが払われ

て、９割は大体この辺で終わるんですが、なかな

か残りの２割、１割は応じられないということに

なります、方がいらっしゃいます。その方につき

ましては、最終催告書の２回目を発送いたします。

これにつきましては、本人明け渡しも含めまして

催告いたします。それと、連帯保証人のほうにも、

こういう理由で本人が応じないということでもう

一回いたします。そこで、もし両方とも分納とか

そこまで応じなければ、訴訟のほうに持っていく

という手続で行っておりますが、中にはそこまで

過去、まあ去年も３件ほど執行いたしております

が、そのような状況で進めております。 

 ただ、この残っている額につきましては、即納

できない方につきましては、最低分納で誓約をさ

していただいておりますので、その分がまだ未納

と、まだ完納されてない分のこの未納額にはござ

いまして、そのような形になっている状況でござ

います。 

○委員（大田黒 博）ちょっとよくわかりませ

んでしたけれども、保証人の方が払われて、まあ

二人おられますね。払われて、あと２割が残って

いると。その２割がたまったのが、この額になっ

ているんですか。違うんですよ。その保証人の

方々も、私知らんぞと、もう物別れになって、そ

ういうのも入ってないんですか。そこら辺の質問。 

○課長代理（江口盛幸）今質疑の点ですが、そ

の分も入っております。それと、訴訟はするんで

すが、訴訟によって取れない分、未納の分も合わ

せてそのような形です。 

○委員（大田黒 博）その訴訟になるまでの保

証人の立場ですよ。保証人の責任、その訴訟にな

るまでの。それがもう、さっき言いました物別れ

になって、もうにっちもさっちもいかんと、両方

とも。そういう方々がこんなだぶついてきてるの

か。最初ちゃんとした契約書を、この前ちょっと

見たんですけれども、これだけやったら、保証人

の方のその責務といったものは、責任といったも

のは相当あるんだなと思いながら、それで、先ほ

ど、１万ないし２万のものがずっと、今言われる

そのものが、３カ月たっても六、七万円、１０万

円以内ですよ。それを、その３カ月の以内に何と

かしようという保証人との話し合いがあれば、こ

こまでいかないんじゃないかなと不思議でならな

いんですけれども、何か役所の皆さん方が、ほん

なら少し待ちましょうというのがたまって、こう

いうふうになってきてるのか、保証人の方々のそ

の追求といいますか、そのあたりの、あれだけの

ものをもらってですよ。もう少し問い詰めたら回

収できるんじゃないかなと思うんですけれども、

どうなんですか。その辺は、もう全部その借りた

方が悪いのか、保証人の方々にもう少し責任のと

り方をとってもらうべきの書類だと思うんですけ

れども。後からなれやもう役所も取いけこんし、

そういうものはもう払わんでもいいちゅうのがマ

ンネリ化してしまってるのか、少し手ぬるいよう

な気がしますよね。その辺はどうなんでしょうか

ね。 

○課長代理（江口盛幸）今の件ですが、滞納で

連帯保証人のほうにも請求して、最終的には訴訟

までいくんですが、なかなか連帯保証人も払わな

い、もう全然無視されるというのにつきましては、

訴訟に入って、その訴訟でもなかなか徴収できな

い分、また、その訴訟に入るんですが、全てを訴

訟までもって、その中から大変悪質というような

件につきまして、今のところ明渡し訴訟、強制執

行までいたしておりますので、そういう点で滞納

が、未納が発生してるという状況はあるとは思っ
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ております。 

○委員（大田黒 博）よくわかりませんけど、

住宅を借りる方、ましては、その資金を借りられ

る方は、その保証人を頼まれるときに、相当信用

のある方だと思ってるんですよ。だから、その辺

を、その本人を含めて３名の人に追求ができるわ

けですよ。そうしたときに、追求の仕方といった

ものを少し住み分けして、保証人の方に追求の仕

方を少し考えて請求をしたら、僕はこんな事態に

は起こらないような気がするんです。だから、簡

単に保証人になるちいう方はそうも簡単になられ

るのかなと。だけど、あれだけのものを書類をと

って見てみると、税金が滞納してる、してない証

明書までとられますよね。ですよね。そうした信

用のある保証人の立て方をしてるのに、これだけ

のトラブルがあるちゅうのは、ちょっと納得いか

なかったものですから、もう少し検討してもらい

たいなと思います。 

○建築住宅課長（福島和朗）今委員がおっしゃ

るとおりでございます。保証人に対しても、今ま

でお願いという、その辺が若干少なかった面、足

りなかった面もあろうかと思いますので、今後、

委員のそういう御意見を参考にしながら、もうち

ょっと、入居者がもう一番なんですけれども、保

証人に対しても強くアプローチをして、できるだ

け回収をしていくようにやりたいと思います。 

 以上です。 

○委員（谷津由尚）既存住宅改修環境整備事業

について、これは国の緊急支援交付金をベースに

やられてる事業なんですけど、平成２７年度

３４５件ということで、この３４５件は、市民の

要求に対してちょうどだったのか、不足したのか

を、まず教えてください。 

○建築住宅課長（福島和朗）この国の交付金に

つきましては、まず、昨年度が、おととし平成

２６年度の３月ですけれども、１回限りというこ

とで、これだけでございます。この後につきまし

ては、もう単独費ということでございます。 

 申請された方につきましては、全て交付ができ

たという形になっております。 

○委員（谷津由尚）それ以後の、またやってほ

しいという声はあります。聞いておられませんか。 

○建築住宅課長（福島和朗）そんなに多くの、

全然これ知らなくて、こういう補助金があるんだ

けれどもという問い合わせは、何件かは確かにあ

りますけれども、年度の途中でまたふやしてくれ

とかちゅう大きな意見は聞いておりません。そん

な感じです。 

○建設部長（泊 正人）先ほどもちょっと言い

ましたように、非常に人気があって、平成２８年

度当初で持ってた予算に対して、５月の連休明け

に応募をかけて、百何十件あぶれました。すぐに

６月補正を相談いただいて、平成２８年度も満額

で全員が入れたということになっておりまして、

今課長からもありましたとおり、業界からも来年

もすたっどがという話はありますので、先ほど申

し上げましたとおり、平成２９年度もまた、ぜひ

予算要求はさせていただきたいと思っております。 

○委員（谷津由尚）その改修をされる方々はも

ちろんやられたいわけで、その効果が市内のいろ

んな業者さんに非常に波及するもんですから、確

かに国の事業で限界はあるかもしれませんが、や

っぱりこれは継続していただきたいなというのが

あって、あんまり言うと決算から外れてしまいま

すので、そういう思いがあってちょっと質問をし

ました。よろしくお願いします。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。質疑は尽き

たと認めます。 

 以上で、議案第１３４号決算の認定について平

成２７年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決算のう

ち、本委員会付託分について質疑は全て終了しま

したので、これより討論、採決を行います。討論

はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 採決いたします。本決算を認定すべきものと認

めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定しました。 

 以上で、建築住宅課を終わります。当局の皆さ

んは御苦労さまでございました。 

────────────── 

△委員会報告書の取扱い 

○委員長（宮里兼実）以上で、日程の全てを終

わりましたが、委員会報告書の取りまとめについ

ては、委員長に一任いただきたいと思いますが、

そのように取り扱うことで御異議ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、そのように取り扱います。 

────────────── 

△閉  会 

○委員長（宮里兼実）以上で、建設水道委員会

を閉会いたします。大変御苦労さまでした。 
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